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はじめに

　生態学研究センター・ニュース No.116（2011 年度業績目録）をお届け致します。2011（平
成 23）年度における生態学研究センターのスタッフ、研究員、研修員、大学院生、研究生、お
よび協力研究員の研究成果のリスト、ならびに全国共同利用施設としての活動状況の概要をま
とめたものです。
　生態学研究センターは「生態学の基礎研究の推進と生態学関連の国際共同研究の推進」を目
的に、1991 年に全国共同利用施設として設置されました。その後、2001 年に第二期生態学研
究センターが設立され、2004 年には国立大学法人化にともない、国立大学法人京都大学生態
学研究センターとなっていますが、全国共同利用施設としての機能はそのまま維持してきまし
た。そして、2010 年度からは「共同利用・共同研究拠点」として文部省の認定を受け、拠点
活動を推進しています。2011 年 11 月 6 日には、創設 20 周年記念式典を挙行しました。
　生態学研究センターは、全国共同利用施設の運営はもちろんですが、理学研究科の大学院教
育ならびに研究活動を行ってきました。その一環として、理学研究科生物科学専攻、霊長類研
究所、野生動物研究センターとともに、グローバル COE プログラム「生物多様性と進化研究
のための拠点形成—ゲノムから生態系まで―」を推進し、多くの研究成果をあげることができ
ました。
　生態学研究センターは、生物間相互作用から生まれる多様性創出のメカニズム、群集構造の
解明、さらに物質循環プロセスから生じる生態系サービスを保全するための理論を構築するこ
とを目指しています。私達は、このような研究が、生物多様性を保全する意義を明確にし、人
間と自然の持続的な共生を達成するために必要不可欠なものと考えています。皆様におかれま
しては、今後ともご支援とご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2012 年 3 月
京都大学生態学研究センター長 　椿 宜高
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活動報告

　生態学研究センターでは、2011 年度に次のような共同利用事業およびセンター運営の活動を行いました
（括弧内は当該報告が掲載されているセンターニュース）。

１．プロジェクト　

　2011 年度にセンターが行ったプロジェクトは 27 件であった（本号 9–10 ページ）。
　グローバル COE「生物の多様性と進化研究のための拠点形成　―ゲノムから生態系まで―」では、生
態系を生物の相互作用ネットワークという新たな視点から捉え、これにゲノム解析を導入することによっ
て、生物多様性をミクロからマクロまで総合的に理解することを目指した（最終年度）。
　DIWPA は、ニュースレターを 3 号発行し、AP-BON 等の国際的な生物多様性の会議に参加して、活動
の活性化とネットワーク拡大に努めた。平成23年度のDIWPAネットワークへの新規加入者は、日本（1名）、
インド（1 名）、台湾（1 名）、インドネシア（2 名）であった。また、新規 DIWPA サイト登録は、日本（一
か所）、マレーシア（一か所）、タイ（二か所）であった。
　総合地球環境学研究所では、現在、生態研センターとの連携プロジェクトが 2 件進行している（「病原
生物と人間の相互作用環」（最終年度）、「人間活動下の生態系ネットワークの崩壊と再生」）。これらのプ
ロジェクトに対して、スタッフが共同研究者として参加し、成果をあげている。
　日本学術振興会の先端研究拠点事業として「生物多様性を維持促進する生物間相互作用ネットワーク
―ゲノムから生態系まで―」を推進している。この事業は、我が国と複数の学術先進諸国の中核的な学術
研究機関との持続的な研究交流ネットワーク構築、拠点形成、人材育成を目的としている。
　科学研究費補助金では最先端・次世代研究開発プログラム、新学術領域研究（1 件）、基盤研究 S（1 件）、
基盤研究 B（6 件）、基盤研究 C（2 件）、若手研究 B（3 件）、新学術領域研究（1 件）、挑戦的萌芽研究（3
件）を獲得しているほか、地球環境研究総合推進費、国立極地研究所プロジェクトなど、多くの競争的資
金を獲得し、研究を推進している。

２．協力研究員　　　

センターとしての研究活動をより推進するために、学内外の研究者に協力研究員を委嘱している（任
期 2 年間）。現在 63 名が任命されている（センターニュース No. 113 にリスト、No. 115 に追加リスト）。

３．研究会など公募型共同利用・共同研究拠点事業

京都大学生態学研究センターは、設立以来、生態学に関する共同研究を推進する全国共同利用施設と
して機能してきたが 、2010 年度 4 月より、「生態学・生物多様性科学における共同利用・共同研究拠点」
として新たに発足した。この拠点始動にともない、これまでの「共同利用事業」を「共同利用・共同研
究拠点事業」と改めた。これは、生態学の基礎研究の推進と生態学関連の共同研究の推進を目的として、
本センター以外の機関に所属する教員または研究者と本センターの教員とが協力して行う共同研究を公
募するものである。公募内容は、共同研究、研究集会、ワークショップである。

センターでは 2011 年度に 4 件の共同研究、2 件のワークショップを行った。

共同研究：
1 ）「日本全国における地下水の酸素・水素安定同位体比分布の解析」
 代表者：谷 誠（京都大学農学研究科）（センターニュース No.115、本号 43 ページ）
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 2 ）「放射性炭素分析法を用いた樹木の結実豊凶と資源貯蔵との関係性の解明」
 代表者：市栄智明（高知大学農学部）（センターニュース No.115、本号 44 ページ）
3 ）「陸域生態系機能の環境変動応答機構の解明に向けたデータ同化法の利用」
 代表者：横沢正幸（農業環境技術研究所）（センターニュース No.115 に掲載、本号 45 ページ）
4 ）「安定同位体比情報を用いた森林土壌中の NO3

- の分布と起源の把握とモデル化」
 代表者：大手信人（東京大学大学院農学生命科学研究科）（センターニュース No.115 に掲載、本号

46 ページ）

ワークショップ：
1 ）「若手研究者のための夏季観測プログラム in 琵琶湖」

代表者：奥田 昇（京都大学生態学研究センター）、実施期日（場所）： 2011 年 8 月 8 ～ 14 日（滋賀
県近江八幡市沖島および生態学研究センター）、講師： 3 名、TA：1 名、技術職員：2 名、受講者： 6
名（センターニュース No.114、本号 48 ページ）

2 ）「安定同位体生態学ワークショップ 2011」
代表者：陀安一郎（京都大学生態学研究センター）、実施期日（場所）：2011 年 8 月 27 ～ 9 月 2 日（京
都大学生態学研究センター）、スタッフ：7 名、受講者：16 名（センターニュース No.114、本号 50
ページ）

４．シンポジウム等　

2011 年度には、1 件の国際シンポジウム、1 件の国際ワークショップを行った。

1 ）「JSPS Core-to-Core Program Seminar Ecological interaction networks that promote biodiversity -from gene to 
ecosystem-」
世話人：高林純示（京都大学生態学研究センター）、Ted Turlings（University of Neuchatel）、実施期日

（場所）：2011 年 9 月 9 ～ 10 日（University of Neuchatel, Switzerland）、参加人数 50 名
2 ）「Special seminar on freshwater cyanobacterial biology」

世話人：中野伸一（京都大学生態学研究センター）、実施期日（場所）：2012 年 3 月 2 日（京都大学
理学部 2 号館第 3 講義室）、参加人数：25 名

５．生態研セミナー　　

このセミナーは生態学研究センターの共通セミナーとして定期的に開催。2011 年度には 15 回開催した。
毎月 1 回（原則として第 3 金曜日）、通常毎回 1 名ないし 2 名に話題を提供していただいた。会場は生態
学研究センターで行った。センター内から 7 名、センター外からは 23 名の講演者があった。参加人数は
各回 20 名から 40 名、延べ 500 名であった（本号 40–42 ページ）。

６．オープンキャンパス、公開授業
　　　

日本学術振興会受託研究「ひらめき☆ときめきサイエンス」を 10 月 2 日に、生態学や生態学研究セン
ターの研究を紹介するイベントとして、一般公開「学校で習わない生き物の不思議」を 10 月 15 日に（以
上 2 つは、センターニュース No. 115 に掲載）、大学院入試案内のためのオープンキャンパスを 12 月 4 日
に開催した。
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7．ニュースレターの発行　

センターの活動を全国の生態学に興味を持たれている方々に知っていただくため、ニュースレターを
発行した。2011 年度は第 112 号（業績目録、3 月）、第 113 号（7 月 31 日）、第 114 号（11 月 6 日）、第
115 号（3 月 31 日）を発行した。現在、個人 660 件、機関 310 件、計 970 件に送付されている。ニュー
スレターでは、生態学研究センターの活動のみならず、広く生態学一般の情報を提供している。

また、特別号として「京都大学生態学研究センター創設 20 周年記念誌」を 5 月 15 日に発行した。

8．共同利用施設の使用状況　　
 

1 ）大型分析機器：安定同位体関係では、水の酸素・水素同位体比分析前処理装置（水平衡装置）と GC/C（ガ
スクロ燃焼装置付き前処理装置）を装備した安定同位体比質量分析計 MAT252 と、炭素・窒素同位
体比オンライン自動分析装置（元素分析計）を装備した安定同位体比質量分析計 delta S、炭素・窒
素同位体比オンライン自動分析装置（元素分析計）、酸素・水素同位体比オンライン自動分析装置

（熱分解型元素分析計）、GC/C（ガスクロ燃焼装置付き前処理装置）、LC/C（高速液体クロマトグラ
フ付き前処理装置）を装備した安定同位体比質量分析計 delta V の計 3 台が稼働している。3 台とも
頻繁に利用され、2011 年度における利用日数は MAT252、delta S、delta V それぞれ、88 日、155 日、
235 日であった。利用延べ人数は、それぞれ 137 人、286 人、439 人で、このうち、102 人、233 人、
191 人が学内・学外からの共同利用・共同研究であった。2011 年度の共同利用者及び共同研究者の
所属機関・部局は、学内では農学研究科、工学研究科、情報学研究科、フィールド科学教育研究セ
ンター、東南アジア研究所、防災研究所、学外では、北海道医療大学、新潟大学、山梨大学、東京
大学、東京農工大学、福井県立大学、京都工芸繊維大学、近畿大学、大阪市立大学、大阪大学、神
戸大学、長崎大学、関西学院大学、南アフリカ共和国ステレンボッシュ大学、（財）キープ協会や
まねミュージアムなどであった。2011 年度は前年に引き続き「安定同位体生態学ワークショップ」
を開催した。本ワークショップは、安定同位体生態学に関する意見交換および初心者に対する講習
を行うことで、共同利用・共同研究拠点としての機能を果たすことを目的としている。また、安定
同位体セミナーを不定期に開催し、研究に関する情報交換も行なっている。さらに、安定同位体生
態学共同研究・安定同位体比質量分析計共同利用に関するホームページを設けて、情報発信を行な
っている。ホームページアドレスは、http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/~tayasu/SI_lab_j.html である。

 　分子解析関係の DNA 分析システムは、PCR、リアルタイム PCR（遺伝子発現定量装置）、DNA
シーケンサー、フローサイトメーター、凍結ミクロトーム、ブロッテイング装置から構成されている。
2011 年度における、これらの機器の利用人数は 45 名で、うち 2 名・6 名が学内・学外からの共同
利用であった。あわせて延べ 2715 人日 の利用があった。

2 ）シンバイオトロン：シンバイオトロンは、物理・化学・生物的複合環境を人為的に制御できる環境制
御装置である。本施設は、水域生態系の微生物間相互作用プロセスを対象としたアクアトロン、魚
類などの大型水生動物の密度操作が可能な水域モジュール、動植物の化学コミュニケーションを解
析する陸域モジュール、および、動物個体の生理実験を行うズートロンから構成される。今年度は、
毒性の異なるアオコ Microcystis 属単離株の混合培養系における異なる栄養環境下での個体群動態
の実験的解析、および、アオコ野外群集の栄養環境応答性・組成変化の実験的解析を実施した。生
物多様性の保全と新機能植物開発を基盤とする持続発展可能な生存圏の構築を目的として、当セン
ターと京都大学生存圏研究所により設置された全国共同利用設備である「持続可能生存圏開拓診断

（DASH）システム」では、揮発性化合物を恒常的に放出する遺伝子組換えタバコおよび野生株を用
いた植物―植物間の相互作用、植物―植食性昆虫―捕食性昆虫の相互作用に関する操作実験を実施
した。今後もシンバイオトロンの稼動状況を高めるために、内外を問わず、広く共同利用・共同研
究の促進を図っていきたい。
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3 ）実験圃場および森林区（CER の森）：生態学研究センターには実験圃場 （実験林園を含む）および森
林区（CER の森）があり、センターのメンバーだけでなく全国共同利用施設として利用されている。
実験圃場と実験林園では生態学的な操作実験をおもに行い、CER の森ではできるだけ自然のままの
状態での生物観察を行っている。2011 年度は、センター内 28 名、センター外 7 名の合計 35 名、の
べ 10173 人日の利用があった。研究内容は以下の通り。

 捕食者が誘導する植食者の形質変化を介した栄養カスケード
 共同利用者：平野滋章
　 　捕食者―植食者―植物という 3 者系において捕食者は植食者を介して植物に間接的な影響を与え

ている。このような捕食者のトップダウン効果は植物のバイオマスに対して正の効果をもたらすこ
とが知られているが、植物の形質に対してどのような影響を与えているかについてはあまり研究さ
れていない。捕食者の非消費効果によって引き起こされる植食者の行動変化が植物の食害誘導反応
にどのような影響を与えるのかを検証するため、ジャヤナギ 200 株を実験圃場に設置しハナグモ、
ヤナギルリハムシを接種する実験を行った。その結果ハナグモの非消費効果によりジャヤナギの誘
導反応に変化が生じることが示唆されたが、ハムシの行動変化は明らかにされなかった。

 遺伝子発現の季節解析に基づく植物気候応答の機能解明と予測技術開発
 共同利用者：工藤 洋・荒木希和子・川越哲博・杉坂次郎・吉永真澄・Karol Marhold・Biva Aryal・

山口正樹・長岡光洋・佐藤安弘・永野 惇
　 　本研究では野外条件における表現型並びに遺伝子発現の季節応答をアブラナ科の野生種を用いて

明らかにすることを目的としている。日本各地より採集したシロイヌナズナ属およびタネツケバナ
属の植物を鉢棚において栽培実験を行うとともに、系統維持のための種子の採集を行った。シロイ
ヌナズナの標準系統を用いた実験では、毎週播種を行い、表現型と適応度の季節動態を解析してい
る。また、ハクサンハタザオを用いた研究では、各種系統の掛け合わせ実験を行い、食害防御形質
などの遺伝学的解析をおこなった。さらに、タネツケバナ属のコンロンソウをはじめとする植物に
おいては、圃場実験を展開する前の苗の調整を行った。

 ウマノスズクサを介した植食者間の相互作用と群集構造にもたらす影響
 共同利用者：橋本洸哉
　 　ウマノスズクサは日本ではジャコウアゲハとホソオチョウというスペシャリストの 2 種のチョウ

類に主に利用される植物である。ジャコウアゲハは日本在来種であるがホソオチョウは移入種であ
る。このような競合種の侵入によってジャコウアゲハがなんらかの影響を受けているのではないか
と考えた。利用申請を行った場所ではジャコウアゲハの個体群ごとの産卵行動の比較を目的とした
実験を行う予定であったが、予備実験を行ったところ、簡易ハウス内の温度が高くなりすぎてジャ
コウアゲハがすぐに死んでしまうことがわかったため実際には実験は行わなかった。

 ジャヤナギの遺伝子型が生態系プロセスに与える影響
 共同利用者：加賀田秀樹
　 　近年、物質生産の基盤である植物の遺伝子型が、生産、消費、分解のそれぞれの生態系プロセス

に重要な影響を及ぼしていることが明らかになりつつあり、植物の遺伝子型の効果は、それぞれの
生態系プロセスの連関に関与することが予測されている。本研究では、ジャヤナギの遺伝子型が生
産、消費、分解の各生態系プロセスに与える影響を解明するための栽培実験をおこなった。DNA 分
析によってあらかじめ遺伝子型の違いが確認されたジャヤナギを使用して、挿し木によりポット植
えのヤナギを作成して網室内で栽培し、それぞれの個体の成長速度や植食性昆虫に対する食べられ
やすさを計測した。また、落葉を回収して実験室内で落葉の分解速度を測定した。得られたデータ
は今後解析予定である。
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 外来植物に対する外来昆虫の適応進化
 共同利用者：安東義乃
　 　本研究の目的は、侵入地の外来植物に対する寄主特異性に依存した外来植食性昆虫の局所適応の

実態を解明することである。そこで、「異なる生態系において、スペシャリスト外来昆虫は外来植物
の遺伝的変異に反応した局所的な適応が生じやすく、ジェネラリスト外来昆虫では適応進化が生じ
にくい」という仮説をたてた。この仮説を検証するため、上賀茂試験地と野洲川河川敷から採集し
たセイタカアワダチソウの苗をポットに植え、ビニールハウス内で生長させた。植物が十分生長し
た後、植物と同じ採集地でアブラムシとグンバイをそれぞれ採集した。それぞれ由来の違う植物間
でこれらの昆虫を交互移植し、両者の増殖率、産仔（卵）数、成虫と幼虫の個体数、および死亡個
体数を調べた。その結果、スペシャリストのアブラムシは、同じ採集地由来の植物で生長・生存が
高くなったが、上賀茂試験地由来のセイタカアワダチソウで生長・生存が高くなる傾向を示した。
一方、グンバイはそのような場所による適応の違いは見られず、仮説が支持された。

 食害によって誘導されるセイタカアワダチソウの匂いが他のセイタカアワダチソウ個体の抵抗性の
レベルに与える影響

 共同利用者：安東義乃・塩尻かおり
　 　食害によって誘導される植物の匂いは近接する他の植物個体の抵抗性を誘導することが知られて

いる。これまでの研究で、機械傷を受けたセイタカアワダチソウの匂いに遺伝的変異があることが
知られている。そこで食害された植物の匂いに対して、遺伝的に近い植物ほど反応して植食性昆虫
に対する抵抗性レベルが高くなるのではないかと予測した。これを明らかにするため、実験圃場に
ポット植えしたセイタカアワダチソウ 5 クローンを配置し、食害処理（機械傷）を行い、近接させ
た植物個体の葉の食害率（抵抗性の指標）を調べた。その結果、遺伝的距離が近い植物ほど葉の食
害率が低下することが明らかとなった。これは、遺伝的距離に依存して植物間の匂いを介したコミ
ュニケーションが異なることを示唆する。

 雑居性異株植物ヒサカキにおける性転換
 共同利用者：辻かおる
 　いくつかの植物では環境条件や成長段階に応じて性転換をすることが知られている。雑居性異株

植物であるヒサカキは性転換する可能性があるといわれているが、実際に性転換を起こすのか、ま
た性転換する際にどのような性表現の変化を起こすのかは明らかになっていない。そこで、個体識
別したヒサカキを長期観察することにより、どのような性表現の変遷をたどるのかを明らかにする
ことを目標に調査を行った。その結果、雄花のみをつける雄個体から、雄花と両性化をつける両性
個体へと性転換した個体、両性花と雄花をつける両性個体から、雄花のみをつける雄個体へと性転
換した個体が観察された。このことから、ヒサカキの性は樹齢に応じ一方向の変化を遂げるのでは
なく、可塑的に変化することが明らかになった。この可塑的な性転換があるため、ヒサカキでは樹
高や胸高直径と性に関係が見られないのではないかと考えられる。

 樹木個体内の器官（当年枝、葉）の大きさの個体内分布
 共同研究者：小山耕平・石田 厚
 　本研究の目的は、樹木個体内の器官（当年枝、葉）の大きさの個体内分布が対数正規分布（ログ

ノーマル分布）になっているという仮説を検証する事である。研究計画は平成 23 年の落葉樹の開葉
時期直前（3 月下旬－ 4 月上旬）に高木樹種（アカメガシワ）および低木樹種（シャシャンボ）各 3
本を伐採して、3 棟のビニルハウス内に搬入してハウス内で計測作業を行うものである。今年度内（平
成 23 年 3 月現在）では、開葉時期直前に実験を始めるための準備として、平成 23 年 2 月に圃場ビ
ニルハウス 3 棟の整備（修理）および被覆資材（ビニール、白白コート）の貼り付けを行った。
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植物間ケミカルコミュニケーションの野外での実証試験
 共同利用者：塩尻かおり・上船雅義
　 　実験用池候補地を利用して、植物間コミュニケーションの野外実証を行った。2011 年 4 月と 5 月

に植物由来の揮発性成分を圃場に設置し、その後の植物群集の構造を観察した。11 月にセイタカア
ワダチソウの丈高とクズの種子数を調査した。揮発性成分に暴露されたと予想される区域でのみセ
イタカアワダチソウの丈高が低くなり、クズの種子数が増加した。本年度も引き続き調査を継続す
る予定である。

 リママメPhaseolus lunatus の栽培および種子収穫
 共同利用者：有村源一郎・高林純示
　 　リママメ Phaseolus lunatus 30 株を実験圃場 1 において、5 月から 11 月まで栽培し、種子の収穫を

行った。つる植物であるリママメを栽培するにあたり、栽培前に園芸用ネットの設置し、栽培後は
撤収した。同実験圃場において平成 24 年度も引き続きリママメを栽培する予定である。

 アオコの分布拡大に関する水鳥の内部散布の研究
 共同利用者：桝永一葉
　 　本研究はアオコ原因藍藻類の水鳥による内部散布について検証することを目的とした。圃場のハ

ウス内でマガモ 8 羽を飼育した。イタチなどからの捕食を避けるため、夜間はカモをハウス内のケ
ージに入れ、ケージの周囲を電気柵で囲った。電気柵の周辺には電圧注意のプレートを設置した。
アオコを形成する代表的な藍藻類 Microcystis aeruginosa の培養株をマガモに飲ませ、藍藻の腸内滞
在時間、排出量を調べた。また、糞にふくまれていた藍藻を回収して、培養を行い、水鳥の腸を通
過した藍藻に増殖能力が残っているかどうかを調べた。この結果、排出のピークは藍藻を飲んでか
ら平均 2 時間後であること、また、少なくとも腸内の滞在時間が 4 時間までの藍藻に増殖能力があ
ることが明らかになった。これらのことからアオコ原因藻類 Microcystis aeruginosa は水鳥により内
部散布されうることが証明された。

 セイタカアワダチソウの侵入地における形質の進化
 共同利用者：坂田ゆず
　 　グンバイムシの侵入段階が異なるセイタカアワダチソウの集団において、防御形質及び成長形質、

競争形質を来年度測定するため、今年度は全国の集団からサンプリングを行ったセイタカアワダチ
ソウのポットでの育成を行った。来年度の予備実験として滋賀の集団の 10 個体（各個体 8 ラメット
ずつ）とミネソタ（アメリカ）の集団 7 個体（各個体 8 ラメットずつ）を 5 月から育成し、7 月に
グンバイムシの接種実験および、8 月と 12 月に根からのアレロパシー物質（DME）の測定を行った。
その結果、滋賀の植物個体はミネソタのものに比べて、グンバイムシの個体数の成長率は小さく、
DME の濃度が 2 倍程度高かった。このことから、滋賀の集団のセイタカアワダチソウは、ミネソタ
のものに比べてグンバイムシに対する防御が小さく、競争形質の１つであるアレロパシーが高いこ
とが示唆された。

 花を介した節足動物群集の相互作用の解明
 共同利用者：池本美都
 　送粉者と植物の相互作用は古くから注目されてきた。しかし、花は送粉者だけでなく、花食者や

捕食者といった異なる機能を持つ生物にも利用される。また花の形質は成長期での葉食者の食害量
により大きく変化する。このような生物間相互作用の解明なくして、花をめぐる生物群集の理解は
望めない。そこで本研究は、葉食害による花食害の形質変化を調査し、送粉者、捕食者、花食者、
葉食者の花を介した相互作用ネットワークを解明することを目的とした。

 　ポット植えのセイタカアワダチソウにアワダチソウグンバイを接種し、花形質の変化を調べた。
接種により、セイタカアワダチソウの花蜜量は有意に低下したが、糖の構成比には変化はみられな
かった。1 頭花当たりの小花数は低下したが、両性花、雌性花の割合に差はみられなかった。人工
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強制受粉によるアワダチソウの結実率、種子重量、発芽率は現在調査中である。

 植物の食害誘導反応がつなぐ植食性昆虫の群集と進化のダイナミクス
 共同利用者：内海俊介・大串隆之
 　植物の食害誘導反応における植食者種特異性を検証する野外操作実験を行った。鉢植えのジャヤ

ナギに、7 種の植食者（1 種については幼虫と成虫）の低密度と高密度の接種処理と無食害処理の
あわせて 17 処理を施した。その結果、食害後のヤナギの再生長反応には高い種特異性が検出された。
吸汁性昆虫は再生長反応を誘導せず、葉食性であっても再生長を強く誘導する種としない種がいた。
たとえば、ヤナギルリハムシは再生長を誘導しなかったが、ヨモギエダシャクの食害は再生長を誘
導し、同じ鱗翅目であってもアメリカシロヒトリの食害は再生長を誘導しなかった。また、種の特
性のみが有意であり、密度の効果は有意でなかった。

 　その他に本課題の一環として、セイタカアワダチソウの遺伝子型多様性とサビ病の感染ダイナミ
クスの関係についての実験研究も行った。それによって、パッチ内の遺伝子型多様性が高いほどサ
ビ病の感染度が増加することが分かった。また、パッチ内が単一遺伝子型で構成されるとき、植物
の遺伝的距離と感染度には有意な相関があったが、混合区では相関がみられなかった。このことは、
植物遺伝子型の空間構造が病原菌と植物抵抗性の共進化のダイナミクスに影響を及すことを示して
いるかもしれない。

 ブタクサ上の植食性昆虫群集が広食性捕食者のパフォーマンスに及ぼす影響
 共同利用者：三浦和美 
　 　外来の植食性昆虫を餌としたときの在来の捕食性昆虫のパフォーマンスを検討した。外来植物種

として北米由来のブタクサ、外来昆虫種としてブタクサを加害する北米由来の植食性昆虫のアワダ
チソウグンバイ（グンバイ）とブタクサハムシ（ハムシ）、在来の捕食性昆虫として、在来種のナ
ミテントウをもちいた。ナミテントウ成虫の斑紋は、遺伝的に決まるので、特に斑紋が異なる成虫
間で上記の餌種を摂食したときのパフォーマンスが異なるか注目して検討した。CER で採集したブ
タクサの種子を発芽後に林園に移植して、餌となる昆虫を誘引させた。その後、育成したブタクサ
の株にネットをかけて、餌となる昆虫をネット内に導入して増やした。室内実験で、グンバイ幼虫
とハムシ幼虫を、各種単独で又は同時に 2 種を餌としてナミテントウ成虫に与えて、体重変化量を
計測した。その結果、ハムシ幼虫やグンバイ幼虫の摂食がナミテントウの体重変化量に影響したが、
両種を同時に餌としたとき、交互作用は認められなかった。また、成虫の斑紋は、摂食後の体重変
化量に影響しなかった。

 被子植物における食虫性の進化
 共同利用者：川北 篤
　 　植物における食虫性の進化には、獲物の消化能力と養分の吸収能力の獲得が必須である。ツツジ

科のモチツツジは新芽や若枝に生える毛が粘性の高い液を分泌しており、この粘液に捕らえられた
昆虫を、もっぱらモチツツジの上で生活するカスミカメムシの一種が捕食している。カスミカメム
シはモチツツジ上で排泄するため、モチツツジは実質的に、カスミカメムシの力を借りながら、粘
着力のある毛に捕らえられた昆虫を消化していることになる。もしモチツツジがカスミカメムシの
排泄物に含まれる養分を吸収する能力を備えていれば、モチツツジは食虫植物であるといえるだろ
う。そこで、食虫植物であるモウセンゴケを鉢棚で栽培し、養分吸収特性をモチツツジのそれと比
較した。その結果、モチツツジは養分を吸収しているとは考えられなかった。

 トウダイグサ科・コミカンソウ科における植食性昆虫・訪花性昆虫との相互作用の多様性と進化
 共同利用者：川北 篤
　　 　コミカンソウ科は世界に 1200 種以上が知られ、ハナホソガ媒、ハナバエ媒、タマバエ媒など特

殊な送粉様式が数多く発見されている。本研究ではまだ送粉様式が明らかになっていないコミカン
ソウ科植物の生態を解明するため、さまざまな種を鉢棚で栽培し、花の形態観察、蜜量測定、自家
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和合性の判定、花の匂い採集などを行う予定であった。しかし栽培していた植物（カンコノキ）が
枯れてしまったため、当初の目的は果たせていない。今後も引き続き鉢棚での栽培を試み、コミカ
ンソウ科植物の送粉生態についての新たな知見を見出すことを目指していく。

 アリ―アブラムシ共生に及ぼす根粒菌の影響
 共同研究者：片山 昇
　 　植物は地下部で根粒菌や菌根菌などの微生物と共生関係をもち、その微生物の効果は地上の昆虫

間の相互作用に影響を及ぼすと考えられる。本研究の目的は、アリ―アブラムシ共生に及ぼす地下
の根粒菌の影響を解明することである。根粒を着生するダイズ（着生系統）としない変異体のダイ
ズ（非着生系統）を栽培し、それらの植物上にダイズアブラムシを接種し、アブラムシの増殖速度
と排泄する甘露成分を調べた。その結果、根粒非着生系統に比べ、根粒着生系統のダイズではアブ
ラムシの個体数が 1.4 倍ほど多く、アブラムシが甘露としてアブラムシが排泄する糖の量も有意に
多かった。次にこれらの植物を圃場に設置し、誘引されるアリの種類と個体数を調べたが、これら
の植物上で誘引されるアリの種類と個体数に明瞭な差はみられなかった。

 ジャコウアゲハが行うウマノスズクサ茎の環状除皮行動の意義
 共同研究者：片山 昇・橋本洸哉
　 　本研究の目的は、「ジャコウアゲハがウマノスズクサ茎の師管部を環状に除皮することによって、

ウマノスズクサの食害誘導反応（窒素の回収や二次代謝産物の増加）が抑制される」という仮説を
検証し、ジャコウアゲハ—ウマノスズクサ間でみられる共進化（軍拡競争）過程を明らかにするこ
とである。本年度は 3 カ所からウマノスズクサの根を採取し、それらをポットに植え圃場で栽培した。
植物が十分に成長した 7 月中旬に、予備調査としてジャコウアゲハ幼虫をウマノスズクサの茎に放
し、1 日後に環状除皮したジャコウアゲハ幼虫の割合を測定した。本年度は環状除皮した幼虫の割
合が低く、これまでの結果からはジャコウアゲハが環状除皮を行う要因の特定に至っていない。

4 ）琵琶湖調査船「はす」：高速調査船「はす」（全長 12.5m、総トン数 8.5 トン、巡航速度 20 ノット）は、
 琵琶湖における調査・実習に関わる全国共同利用に広く活用されている。主な航海・観測機器として、
 DGPS、レーダー、オートパイロット、魚群探知機、真風向風速計、流向流速計、ジャイロコンパス、

デジタル水温計、航法インターフェイス、ダビットウィンチ、アーマードケーブルを備え、CTD 観
測（SEB911）、プランクトン採集、採泥など、高度な陸水観測を含む様々な調査・研究に対応している。
本調査船の運航および共同利用の窓口は、技術専門職員と技術補佐員の 2 名が担当している。「はす」
を用いて実施している定期観測の結果は、長期陸水モニタリング・データベースとしてセンター HP
において一般公開されており、琵琶湖研究の貴重な基礎資料として活用されている。2011 年度は、
琵琶湖の生態系や生物多様性に関する研究、および生物地球化学的な循環に関する研究のために利
用された。2011 年度の総運航日数は 69 日、延べ乗船者数は 370 名、延べ共同利用者数は 123 名で
あった。

9．協議員会・運営委員会・共同利用運営委員会の開催　 

　2012 年
3 月 1 日 運営委員会（第 61 回）（センターニュース No.117 に掲載予定）
3 月 1 日 共同利用運営委員会（第 6 回）（センターニュース No.117 に掲載予定）
3 月 5 日 協議委員会（第 72 回）（センターニュース No.117 に掲載予定）
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プロジェクト

　2011 年度のグローバル COE、DIWPA などの国際交流、総合地球環境学研究所との共同企画プロジェク
トなどと、文部科学省科学研究費などによるプロジェクトをまとめました。研究者は代表者を筆頭とし、
センタースタッフは斜体文字で示し、センタースタッフ以外の研究分担者については省略してあります。
　　

阿形清和（京大）・大串他
「生物の多様性と進化研究のための拠点形成 : ゲノムから生態系まで」
2007-2011 日本学術振興会 グローバル COE プログラム

川端善一郎（地球研）・奥田他
「病原生物と人間の相互作用環」
2006-2011 総合地球環境学研究所 研究プロジェクト C-06 (FR4)

山村則男（地球研）・大串他
「人間活動下の生態系ネットワークの崩壊と再生」
2007-2012  総合地球環境学研究所 研究プロジェクト D-04 (FR3)

梅津千恵子（地球研）・谷内他
「社会・生態システムの脆弱性とレジリアンス」
2006-2011 総合地球環境学研究所 研究プロジェクト E-04 (FR4)

高林・大串・山内他
「生物多様性を維持促進する生物間相互作用ネットワーク　―ゲノムから生態系まで―」
2010-2012 日本学術振興会 先端研究拠点事業（国際戦略型）

高林他
「植物の間接防衛の誘導機構解明と防除への応用」
2007-2011 日本学術振興会 科学研究費補助金（基盤研究（S））

奥田・陀安他
「種内表現型多型のスケールアップ効果：湖沼生態系に与える影響の実験的検証」
2008-2011 日本学術振興会 科学研究費補助金（基盤研究（B））

陀安他
「放射性炭素および分子レベル同位体解析を用いた、炭素循環と生態系構造の関係の解明」
2010-2012 日本学術振興会 科学研究費補助金（基盤研究（B））

椿他
「同所的近縁種の生息地分離と形質置換をもたらす生態学的要因」
2011-2013 日本学術振興会　科学研究費助成事業（補助金分）（基盤研究（B））

中野他
「琵琶湖における細菌群集と溶存有機物の相互作用による両者の質的変遷」
2011-2013 日本学術振興会　科学研究費助成事業（補助金分）（基盤研究（B））



-10-

川那部浩哉（県立琵琶湖博物館）・谷内他
「地域住民による琵琶湖沿岸の〈生命の賑わい〉総合調査の方法論と具体的手法の確立」
2011-2013 日本学術振興会　科学研究費助成事業（補助金分）（基盤研究（B））

大原 雅（北大）・塩尻他
「北米産ヨモギ属植物セージブラッシュにおける誘導防御反応の適応的意義の解明」
2011-2013 日本学術振興会　科学研究費助成事業（補助金分）（基盤研究（B））

近藤竜二（福井県立大）・中野他
「有機汚濁水域における硫化水素の生成と消滅に関わる分子微生物生態学的研究」
2009-2011 日本学術振興会 科学研究費補助金（基盤研究（C））

山内他
「植物における対被食防衛の集団内多様性の進化機構に関する理論的研究」
2011-2013 日本学術振興会 科学研究費助成事業（補助金分）（基盤研究（C））

川北
「絶対送粉共生が加速させる植物と送粉者の多様化」
2010-2011 日本学術振興会 科学研究費補助金（若手研究（B））

大園
「メタゲノミクスを用いた菌類エンドファイトの多様性解析」
2011-2013 日本学術振興会 科学研究費助成授業（基金分）（若手研究（B））

塩尻
「植物コミュニケーションの適応的意義と進化的背景」
2011-2013 日本学術振興会 科学研究費助成授業（基金分）（若手研究（B））

中野他
「微生物ループを用いた地球温暖化防止のための基礎研究」
2011-2012 日本学術振興 科学研究費助成授業（基金分）（挑戦的萌芽研究）

陀安
「デトリタス由来の資源が陸域食物網動態へ及ぼす影響の解明」
2011-2012 日本学術振興会 科学研究費助成事業（基金分）（挑戦的萌芽研究）

奥田他
「代謝理論の統合的理解：サイズスケール則と生態化学量論の調和モデル」
2011-2012 日本学術振興会 科学研究費助成事業（基金分）（挑戦的萌芽研究）

工藤
「遺伝子発現の季節解析にもとづく植物気候応答の機能解明と予測技術開発」

2010-2013 内閣府・日本学術振興会 最先端・次世代研究開発支援プログラム

中野・奥田他
「アオコの分布拡大に関する生態・分子系統地理学的研究」
2009-2011 環境省 環境研究総合推進費
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陀安・奥田他
「生物多様性の機能評価のための安定同位体指標に関する研究」
2011-2013 環境省 環境研究総合推進費

畠山史郎（東京農工大）・石田他
「東アジアにおけるエアロゾルの植物・人間系へのインパクト」
2008-2012 文部科学省 科学研究費補助金・新学術領域研究（領域提案型研究課題）

近藤竜二（福井県立大）・中野他
「原始地球の嫌気性微生物ループを水月湖から探る」
2009-2011 福井県立大学 福井県立大学等学術振興基金

内田雅己（国立極地研）・大園他
「北極域における生態系変動の研究」
2010-2015 国立極地研究所　研究プロジェクト KP-11

伊村 智（国立極地研）・大園他
「環境変動に対する極域生物の生態的応答プロセスの研究」
2010-2015 国立極地研究所　研究プロジェクト KP-8
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著作リストの収録内容

1．第 21 巻著作リストには生態学研究センターの構成員（スタッフ、研究員、研修員、大学院生および研究
生）および協力研究員が、2011（平成 23）年（2011 年 1 月 1 日から 2011 年 12 月 31 日まで）に印刷物
あるいは電子出版物として発表した著作を、原則として印刷物としての発表を優先して収録します。（当
センターの業績目録を「年度」ではなく、「年」で区切るのは、英文の原著論文や本の場合、出版され
た「月」までは記載されず、発表された年度を判別することが困難なためです。）
　ただし、業績目録作成時には発表年が確定していない印刷中（in press）のもの、あるいは印刷物とし
ての発表年が 2012 年以降になるものでも、電子ジャーナルに 2011 年に掲載が確定しているものにつき
ましては、電子出版物としての発表を優先します。その場合、DOI（Digital Object Identifier：電子化さ
れた著作物につけられる識別コード）をつけて 2011 年の業績として収録することになります。（業績の
早期掲載と収録漏れをふせぐためです。DOI により文献検索が可能です。）

2．配列は、 （A） スタッフ（B） 研究員・研修員・大学院生・研究生（C） 協力研究員のそれぞれについて、名
前のアルファベット順です。協力研究員については、各巻ごとに 1 ） からはじまるナンバーをふります。
スタッフと大学院生については、著作の種別（「原著論文」、「その他雑誌掲載の論文」、「単行本（含翻訳）、
単行本に掲載の論文」、「その他」）ごとに示しています。

 
3．協力研究員については、著作リストに載せる・載せないは、各研究員の自由意志とし、「載せてもよい」

と判断された方の、そして判断された著作だけを収録しています。
　ご協力ありがとうございました。
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A. Staffs　スタッフ

原著論文　　　

ARIMURA, Gen'ichiro　有村源一郎（特定准教授）　　　 　　　　 　　　　　                    　 

Arimura G, Ozawa R, Maffei ME (2011) Recent advances in plant early signaling in response to herbivory. Int J Mol 
Sci 12:3723-3739

Muroi A, Ramadan A, Nishihara M, Yamamoto M, Ozawa R, Takabayashi J, Arimura G (2011) The composite effect 
of transgenic plant volatiles for acquired immunity to herbivory caused by inter-plant communications. PLoS ONE 
6:e24594

ISHIDA, Atsushi　石田 厚（教授）　　　 　　　                 　 　　　　　　　　　         　　     

原山尚徳・矢崎健一・岡田充弘・石田 厚 （2011）カツラマルカイガラムシが寄生したブナ苗木の水分通道．
関東森林研究 62:151-154

Yasumura Y, Ishida A (2011) Temporal changes in photosynthetic nitrogen-use efficiency and nitrogen partitioning 
during the leaf life of an evergreen tree, Quercus myrsinaefolia. J Plant Res 124:115-123

Adachi M, Ito A, Ishida A, Kadir WR, Ladpala P, Yamagata Y (2011) Carbon budget of tropical forests in Southeast 
Asia and the effects of deforestation: an approach using a process-based model and field measurements. 
Biogeosciences 8:2635-2647

KAWAKITA, Atsushi　川北 篤（准教授）　　　 　　　                 　 　　　　　　　　　            

Imada Y, Kawakita A, Kato M (2011) Allopatric distribution and diversification without niche shift in a bryophyte-
feeding basal moth lineage (Lepidoptera: Micropterigidae). Proc R Soc B 278:3026-3033

Kiers ET, Denison RF, Kawakita A, Herre EA (2011) The biological reality of host sanctions and partner fidelity. Proc 
Natl Acad Sci USA 108:E7

Kawahara A, Ohshima I, Kawakita A, Regier JC, Mitter C, Cummings MP , Davis DR, Wagner DL, Prins  JD, Lopez-
Vaamonde C (2011) Increased gene sampling strengthens support for higher-level groups within leaf-mining moths 
and relatives (Lepidoptera: Gracillariidae). BMC Evol Biol 11:182

KUDOH, Hiroshi　工藤 洋（教授）　　　 　　　                 　 　　　　　　　　　         　　     

Momokawa N, Kadono Y, Kudoh H (2011) Effects of quality on leaf morphogenesis of a heterophyllous amphibious 
plant, Rotala hippuris . Ann Bot 108:1299-1306

Shimizu KK, Kudoh H, Kobayashi MJ (2011) Plant sexual reproduction during climate change: gene function in natura 
studied by ecological and evolutionary systems biology. Ann Bot 108:777-787

NAKANO, Shin'ichi　中野伸一（教授）　　　 　　　　　   　　　             　　　　　　  　　  

Doi H, Chang KH, Nakano S (2011) Nitrogen and carbon isotope fractionations of zooplankton consumers in ponds: 
Potential effect of seston stoichiometry. Mar Freshwater Res 62:66-71  

Mizuta S, Imai H, Chang KH, Doi H, Nishibe Y, Nakano S (2011) Grazing on Microcystis (Cyanophyceae) by testate 
amoebae with special reference to cyanobacterial abundance and physiological state.  Limnology 12:205-211 

Hodoki Y, Ohbayashi K, Kobayashi Y, Okuda N, Nakano S (2011) Temporal variation in cyanobacteria species 
composition and photosynthetic activity in experimentally induced blooms. J Plankton Res  33:1410-1416
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OHGUSHI, Takayuki　大串隆之（教授）　　　　　　          　  　　　　　　　　　  　　　　  

Utsumi S, Ando Y, Craig TP, Ohgushi T (2011) Plant genotypic diversity increases population size of a herbivorous 
insect. Proc Roy Soc B 278:3108-3115

Ohgushi T (2011) From genome to ecosystem. Popul Ecol 53:5-7 
Ikemoto M, Ohgushi T, Craig TP (2011) Space-dependent effects of floral abundance on flower visitors. J Plant 

Interact 6:177-178   
Yamauchi A, Nishida T, Ohgushi T (2011) Mathematical model of colonization process of mycorrhizal plants: effect of 

interaction between plants with fungi. J Plant Interact 6:129-132   
Ohgushi T, Ando Y, Utsumi S, Craig TP (2011) Indirect interaction webs on tall goldenrod: community consequences 

of herbivore-induced phenotypes and genetic variation of plants. J Plant Interact 6:147-150
Ando Y, Utsumi S, Craig TP, Itami J, Ohgushi T (2011) How are arthropod communities organized on an introduced 

plant Solidago altissima? J Plant Interact 6:169-170
Utsumi S, Ando Y, Ohgushi T (2011) Evolutionary consequence of indirect interactions among insect herbivores 

through herbivore-induced plant regrowth. J Plant Interact 6:171-172
Craig TP, Itami J, Ohgushi T, Ando Y, Utsumi S (2011) Bridges and barriers to herbivory resulting from host plant 

genotypic variation. J Plant Interact 6:141-145
Katayama N, Zhang ZO, Ohgushi T (2011) Belowground rhizobia positively affect abundances of aboveground sap 

feeding and leaf chewing herbivores. J Plant Interact 6:173-174
Miura K, Ohgushi T (2011) A native predator affects the indirect interaction between exotic herbivorous insects on an 

invaded plant. J Plant Interact 6:175-176
Kagata H, Ohgushi T (2011) Ingestion and excretion of nitrogen by larvae of a cabbage armyworm: the effects of 

fertilizer application. Agri Forest Entomol13:143-148
Miura K, Ohgushi T (2011) A new host record for Blaesoxipha rufipes  (Diptera: Sarcophagidae) on Atractomorpha lata  

(Orthoptera: Pyrgomorphidae) from Japan. Entomol News 121:213-214 
Kagata H, Ohgushi T (2011) Ecosystem consequences of selective feeding of an insect herbivore: palatability-

decomposability relationship revisited. Ecol Entomol 36:768-775
Ando Y, Utsumi S, Ohgushi T (2011) Community-wide impact of an exotic aphid on an introduced tall goldenrod. Ecol 

Entomol 36:643-653
Katayama N, Zhang ZO, Ohgushi T (2011) Community-wide effects of belowground rhizobia on aboveground 

arthropods. Ecol Entomol 36:43-51
   
OKUDA, Noboru　奥田 昇（准教授）　　   　　　　　　                 　　　　　　　　　  　　　　

Shibata J, Karube Z, Oishi M, Yamaguchi M, Goda Y, Okuda N (2011) Physical structure of habitat network 
differently affects migration patterns of native and invasive fishes in Lake Biwa and its tributary lagoons: Stable 
isotope approach. Popul Ecol 53:143-153

Hodoki Y, Ohbayashi K, Kobayashi Y, Okuda N, Nakano S (2011) Temporal variation in cyanobacteria species 
composition and photosynthetic activity in experimentally induced blooms. J Plant Res 33:1410-1416

Kawabata Z, Minamoto T, Honjo MN, Uchii K, Yamanaka H, Suzuki AA, Kohmatsu Y, Asano K, Itayama T, Ichijo 
T, Omori K, Okuda N,  Kakehashi M, Nasu M, Matsui K, Matsuoka M, Kong H, Takahara T, Wu D, Yonekura R 
(2011) Environment-KHV-carp-human linkage as a model for environmental diseases. Ecol Res 26:1011-1016

Myint O, Takeyama T, Okuda N, Ohnishi N, Kohda M (2011) Mate availability facilitates cannibalistic behaviour in a 
nest brooding fish: effects of timing during the brood cycle. Behaviour 148:247-264

OSONO, Takashi　大園享司（准教授）　　　　　　            　  　　　　　　　　　  　　　　  

Osono T, Hagiwara Y, Masuya H (2011) Effects of temperature and litter type on fungal growth and decomposition of 
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leaf litter. Mycoscience 52:327-332
Fukasawa Y, Osono T, Takeda H  (2011) Wood decomposing abilities of diverse lignicolous fungi on nondecayed and 

decayed beech wood. Mycologia 103:474-482
Osono T (2011) Diversity and functioning of fungi associated with leaf litter decomposition in an Asian climatic 

gradient. Fung Ecol 4:375-385
Osono T, To-Anun C, Hagiwara Y, Hirose D (2011) Decomposition of wood, petiole, and leaf litter by Xylaria  species 

from northern Thailand. Fung Ecol 4:210-218
Osono T, Hirose D (2011) Colonization and lignin decomposition of pine needle litter by Lophodermium pinastri . For 

Pathol 41:156-162
Osono T, Hobara S, Hishinuma T, Azuma JI (2011) Selective lignin decomposition and nitrogen mineralization in 

forest litter colonized by Clitocybe sp. Eur J Soil Biol 47:114-121
清和研二・大園享司 （2011）菌類・植食者との相互作用が作り出す森林の種多様性―要点と展望．日本生態

学会誌 61:291-295
大園享司（2011）病原菌との相互作用が作り出す森林の種多様．日本生態学会誌 61:297-309

SHIOJIRI, Kaori　塩尻かおり（特定助教） 　　　　　 　　                    　　　　           　                               

Yamamoto M, Shiojiri K, Uefune M, Takabayashi J (2011) Preferences of parasitic wasps for cabbage plants infested 
by plural herbivore species. J Plant Interact 6:167-168

Karban R, Shiojiri K, Ishizaki S (2011) Plant communication – Why should plants emit volatile cues? J Plant Interact 
6:81-84

Shiojiri K, Karban R, Ishizaki S (2011) Plant age, seasonality and plant communication in sagebrush. J Plant Interact 
6:85-88

Ishizaki S, Shiojiri K, Karban R, Ohara M (2011) Effect of genetic relatedness on volatile communication of sagebrush 
(Artemisia tridentata). J Plant Interact 6:193-194

Shiojiri K, McNeil JN, Takabayashi J (2011) Do host plant volatiles influence the diel periodicity of caterpillar 
foraging of all species attacking the same host plant. J Plant Interact 6:121-123

   
TAKABAYASHI, Junji　高林純示（教授）　　　　　　           　　　　　 　　　　　　　　　　  

Muroi A, Ramadan A, Nishihara M, Yamamoto M, Ozawa R, Takabayashi J, Arimura G (2011) The composite effect 
of transgenic plant volatiles for acquired immunity to herbivory caused by inter-plant communications. PLoS ONE 
6:e24594 

Kikuta Y, Ueda H, Nakayama K, Katsuda Y, Ozawa Ri, Takabayashi J, Hatanaka A, Matsuda K (2011) Specific 
regulation of pyrethrin biosynthesis in Chrysanthemum cinerariaefolium by a blend of volatiles emitted from 
artificially damaged conspecific plants. Plant Cell Physiol 52:588-596    

Kugimiya S, Shimoda T, Takabayashi J (2011) Timing matters: release of plant volatiles that are attractive to 
parasitoids. J Plant Interact 6:187-188 

Choh Y, Takabayashi J (2011) The role of leaf volatiles in predator avoidance by phytophagous mites. J Plant Interact 
6:191-192 

Yamamoto M, Shojiri K, Takabayashi J (2011) Preferences of parasitic wasps for cabbage plants infested by plural 
herbivore species. J Plant Interact 6:167-168 

Nakashima A, Iijima Y, Aoki K, Shibata D, Sugimoto K, Takabayashi J, Matsui K (2011) Monogalactosy 
diacylglycerol is a substrate for lipoxygenase: its implications for oxylipin formation directly from lipids. J Plant 
Interact 6:93-97

Ueda H, Ozawa R, Takabayashi J, Maffei M, Matsuda K (2011) Microorgans in herbivorous two-spotted spider mites 
regulate ecological interactions with lima bean plant. J Plant Interact 6:161

Takemoto H, Kinouh Y, Takabayashi J (2011) Learning of plant volatiles by aphid parasitoids: timing to learn. J Plant 
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Interact 6:137-140 
Ozawa R, Matsushima R, Takabayashi J (2011) Interaction between Phaseolus plants and two strains of Kanzawa 

spider mites. J Plant Interact 6:125-128 
Uefune M, Kugimiya S, Takabayashi J (2011) Herbivore-induced carnivore attractants enhance the resident time of 

carnivores to on a host food plant. J Plant Interact 6:165 
Shiojiri K, McNeil JN, Takabayashi J (2011) Do host plant volatiles influence the diel periodicity of caterpillar 

foraging of all species attacking the same host plant. J Plant Interact 6:121-123
Sugimoto K, Matsui K, Ozawa R, Takabayashi J (2011) Characterization of the promoter sequence of chitinase gene 

from lima bean plant. J Plant Interact 6:163-164
Sabelis MW, Janssen A, Takabayashi J (2011) Can plants evolve stable alliances with the enemies' enemies? J Plant 

Interact 6:71-75
Urano S, Abe J, Uefune M, Takabayashi J (2011) Analytical model to predict the number of parasitoids that should be 

released to control diamondback moth larvae in greenhouses. J Plant Interact 6:151-154
Mandour NS, Kainoh Y, Ozawa R, Uefune M, Takabayashi J (2011) Effects of time after last herbivory on the 

attraction of corn plants infested with common arymworms to a parasitic wasp Cotesia kariyai . J Chem Ecol 
37:267-272

TAYASU, Ichiro　陀安一郎（准教授）　　　       　　　　　　　　          　　　　　　　　　   

Itoh M, Takemon Y, Makabe A, Yoshimizu C, Kohzu A, Ohte N, Tumurskh D, Tayasu I, Yoshida N, Nagata T (2011) 
Evaluation of wastewater nitrogen transformation in a natural wetland (Ulaanbaatar, Mongolia) using dual-isotope 
analysis of nitrate. Sci Total Environ 409:1530-1538

Tayasu I, Hirasawa R, Ogawa NO, Ohkouchi N, Yamada K (2011) New organic reference materials for carbon- and 
nitrogen-stable isotope ratio measurements provided by Center for Ecological Research, Kyoto University, and 
Institute of Biogeosciences, Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology. Limnology 12:261-266

Hosono T, Wang CH, Umezawa Y, Nakano T, Onodera S, Nagata, T, Yoshimizu C, Tayasu I, Taniguchi M (2011) 
Multiple isotope (H, O, N, S and Sr) approach elucidates complex pollution causes in the shallow groundwater of 
the Taipei urban area. J Hydrol 397:23-36

Murase J, Hordijk K, Tayasu I, Bodelier PLE (2011) Strain-specific incorporation of methanotrophic biomass into 
eukaryotic grazers in a rice field soil revealed by PLFA-SIP. FEMS Microb Ecol 75:284-290

Kojima K, Murakami M, Yoshimizu C, Tayasu I, Nagata T, Furumai H (2011) Evaluation of surface runoff and road 
dust as sources of nitrogen using nitrate isotopic composition. Chemosphere 84:1716-1722

藤田辰徳・海野徹也・斉藤英俊・小櫃剛人・徳田雅治・奥 宏海・吉松隆夫・石丸恵利子・陀安一郎（2011）
広島湾における天然クロダイの筋肉成分の季節変化．日本水産学会誌 77:1034-1042

TSUBAKI, Yoshitaka　椿 宜高（教授）　　　                  　　  　　　　　　　　　 　　　　　 
 

Kiyoshi T, Takahashi J, Yamanaka T, Tanaka K, Hamasaki K, Tsuchida K, Tsubaki Y (2010) Taxonomic uncertainty of 
a highly endangered brook damselfly, Copera tokyoensis Asahina, 1948 (Odonata: Platycnemididae), revealed by 
the mitochondrial gene genealogy. Conserv Genet 12:845-859

   

YAMAUCHI, Atsushi　山内 淳（教授）　　　　    　    　　　　　　　　        　　　　　　　  

Yamauchi A, Kobayashi Y (2011) Joint evolution of sex ratio and reproductive group size under local mate 
competition with inbreeding depression. J Theor Biol 270:127-133

Yamauchi A, Nishida T, Ohgushi T (2011) Mathematical model of colonization process of mycorrhizal plants: Effect of 
interaction between plants with fungi. J Plant Interact 6:129-132
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その他雑誌掲載の論文

ARIMURA, Gen'ichiro　有村源一郎（特定准教授）　　　 　　　                 　 　　　　　　　

有村源一郎・大西利幸（2011）植物由来のテルペンを介した Ecological volatiles—その分子基盤—．植物の
成長調節 46:58-67

Ramadan A, Muroi A, Arimura G (2011) Herbivore-induced maize volatiles serve as priming cues for resistance 
against post-attack by the specialist armyworm Mythimna separata. J Plant Interact 6:155-158

Muroi A, Arimura G (2011) Future prospects of GM plant-based plant–plant communications. J Plant Interact 6:159

ISHIDA, Atsushi　石田 厚（教授）　　　 　　　                 　 　　　　　　　　　         　　     

石田 厚・前田高尚 （2011） タイ熱帯季節林樹木の多様性と生理機能．海外の森林と林業 81:3-7

OSONO, Takashi　大園享司（准教授）　　　　　　            　  　　　　　　　　　  　　　　  

菱沼卓也・南 雅代・伊藤公一・大園享司（2011）14C 測定による粗大枯死材の枯死年および分解速度の推定． 
名古屋大学加速器質量分析計業績報告書 22:72-81

SHIOJIRI, Kaori　塩尻かおり（特定助教） 　　　　　 　　               　　　　           　                               

塩尻かおり・小澤理香（2011）ネットワーク化する三者系．昆虫と自然 46:5-8

TAKABAYASHI, Junji　高林純示（教授）　　　 　      　　                 　 　　　　　　　　　         

五味剣二・佐藤 雅・高林純示（2011）セジロウンカ加害によって誘導されるイネ病害抵抗性．アロマリサ
ーチ 44:358-361

竹本裕之・米谷衣代・高林純示（2011）エコロジカルボラタイルが作り出す生物間相互作用・情報ネット
ワーク．植物の生長調節 46:37-44

TAYASU, Ichiro　陀安一郎（准教授）　　　 　      　　                 　 　　　   　　　　　　         

Ishimaru E, Tayasu I, Umino T, Yumoto T (2011) Reconstruction of ancient trade routes in the Japanese Archipelago 
using carbon and nitrogen stable isotope analysis: Identification of the stock origin of marine fish found at the 
inland Yokkaichi site, Hiroshima prefecture, Japan. J Island Coast Archaeol 6:160-163

単行本（含翻訳）、単行本に掲載の論文

ISHIDA, Atsushi　石田 厚（教授）　　　 　　　                 　 　　　　　　  　　　         　　     

石田 厚 （2011） 小笠原諸島の世界自然遺産登録に向けて．（京都大学グローバル COE プログラム）生き物た
ちのつづれ織り 第 5 巻．中西印刷，京都，pp 142-148

KAWAKITA, Atsushi　川北 篤（准教授）　　　 　　    　                 　 　　　　　　　　　             

川北 篤（2011）カンコノキを送粉するハナホソガ．（広渡俊哉編）絵かき虫の生物学．北隆館，東京，pp 
192-200
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川北 篤（2011）花の多様性—その由来を探る（京都大学グローバル COE プログラム）生き物たちのつづれ
織り第 5 巻．中西印刷，京都，pp 59-64

KUDOH, Hiroshi　工藤 洋（教授）　　　 　　　                 　 　　　　　　　　　         　　     

相川慎一郎・工藤 洋（2011）季節を測る分子メカニズム：遺伝子機能のイン・ナチュラ研究．（永野 惇・
森長真一編）ゲノムが拓く生態学．文一総合出版，東京，pp 89-108

OKUDA, Noboru　奥田 昇（准教授）　　   　　　　　　                 　　　　　　　　　  　　　　

奥田 昇（2011）生命のるつぼ「琵琶湖」4：生物標本はタイムマシーン．（京都大学グローバル COE プログ
ラム）生き物たちのつづれ織り第 4 巻．中西印刷，京都，pp 179-180

奥田 昇（2011）生命のるつぼ「琵琶湖」5：温暖化に翻弄される固有種たち．（京都大学グローバル COE プ
ログラム）生き物たちのつづれ織り第 5 巻．中西印刷，京都，pp 87-88

奥田 昇（2011）生態―進化フィードバック―生態学という名の舞台で繰り広げられる進化劇．（京都大学グ
ローバル COE プログラム）生き物たちのつづれ織り第 5 巻．中西印刷，京都，pp 27-33

OSONO, Takashi　大園享司（准教授）　　　　　　            　  　　　　　　　　　  　　　　  

大園享司・鏡味麻衣子編（2011）微生物の生態学．共立出版，東京，264 pp 
広瀬 大・大園享司訳（2011）菌類の生態学．[Lysek G, Jennings DH (1999) Fungal Biology, Understanding the 

fungal lifestyle, second edition] 京都大学学術出版会，京都，207 pp 
大園享司・鏡味麻衣子 （2011）生態学からみた微生物の世界．（大園享司・鏡味麻衣子編）微生物の生態学．

共立出版，東京，pp 3-15
深澤 遊・大園享司（2011）植物リター分解菌とブナ林の土壌分解系．（大園享司・鏡味麻衣子編）微生物の

生態学．共立出版，京都， pp 169-185
谷口武士・大園享司（2011）共生菌・病原菌との相互作用が作り出す植物の種多様性．（大園享司・鏡味麻

衣子編）微生物の生態学．共立出版，京都， pp 101-116
山下 聡・大園享司（2011）熱帯林における菌類の生態と多様性．（大園享司・鏡味麻衣子編）微生物の生態

学．共立出版，京都， pp 55-70

TAKABAYASHI, Junji　高林純示（教授）　　　 　      　　                 　 　　　　　　　　　         

高林純示（2011）葉っぱのかおりの生態学．（京都大学グローバル COE プログラム）生き物たちのつづれ
織り第 4 巻．中西印刷，京都，pp 52-58

TAYASU, Ichiro　陀安一郎（准教授）　　　       　　　           　　　　　　　　　　　　　　  

米田 穣・陀安一郎・石丸恵利子・兵藤不二夫・日下宗一郎・覚張隆史・湯本貴和（2011）同位体からみた
日本列島の食生態の変遷．（湯本貴和編，高原 光・村上哲明責任編集）日本列島の三万五千年―人と自
然の環境史　第 6 巻　環境史をとらえる技法．文一総合出版．東京，pp 85-103

TSUBAKI, Yoshitaka　椿 宜高（教授）　　　                  　　  　　　　　　　　　 　　　　　 

椿 宜高（2011）昆虫の体温調節と求愛行動―もっと光を！（京都大学グローバル COE プログラム）生き物
たちのつづれ織り第 4 巻．中西印刷，京都，pp 139-144

YACHI, Shigeo　谷内茂雄（准教授）　　  　                  　　  　　　　　　　　　 　　　　　 
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谷内茂雄（2011）生態系管理から生まれる生態学のフロンティア．（京都大学グローバル COE プログラム）
生き物たちのつづれ織り第 4 巻．中西印刷，京都，pp 96-102

谷内茂雄（2011）Topics 22 琵琶湖における農業濁水問題（日本陸水学会編）川と湖を見る・知る・探る　
陸水学入門．地人書館，pp 126-127

その他

ISHIDA, Atsushi　石田 厚（教授）　　　 　　　                 　 　　　　　　　　　         　　     

Izuta T, Ishida A, Yazaki K, Noguchi K, Lenggoro W, Otani Y, Takeda K, Yamaguchi M (2011) Grant-in-Aid for 
Scientific Research on Innovative Areas (No. 4003), Impacts of Aerosols in East Asia on Plants and Human 
Health, Research Report 2010, pp 59-62

TAKABAYASHI, Junji　高林純示（教授）　　　　　　           　　　　　 　　　　　　　　　　  

中央農業研究センター・京都大学（高林純示）（2011）誘引・給餌装置を開発．日本農業新聞（2011 年 5 月 19 日）
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B. Graduate Students and Research Fellows　研究員・研修員・大学院生・研究生

原著論文

ANDO, Yoshino　安東義乃（研究員（gCOE））　　　 　　　   　 　　　　                    　　　  

Utsumi S, Ando Y, Craig TP, Ohgushi T (2011) Plant genotypic diversity increases population size of an herbivorous 
insect. Proc Roy Soc B 278:3108-3115

Ohgushi T, Ando Y, Utsumi S, Craig TP (2011) Indirect interactions webs on tall goldenrod: community consequences 
of herbivore-induced phenotypes and genetic variation of plants. J Plant Interact 6:147-150

Ando Y, Utsumi S, Craig TP, Itami J, Ohgushi T (2011) How are arthropod communities organized on an introduced 
plant Solidago altissima? J Plant Interact 6:169-170

Utsumi S, Ando Y, Ohgushi T (2011) Evolutionary consequence of indirect interactions among insect herbivores 
through herbivore-induced plant regrowth. J Plant Interact 6:171-172

Craig TP, Itami JK, Ohgushi T, Ando Y, Utsumi S (2011) Bridges and barriers to herbivory resulting from host plant 
genotypic variation. J Plant Interact 6:141-146

Ando Y, Utsumi S, Ohgushi T (2011) Community-wide impact of an exotic aphid on introduced tall goldenrod. Ecol 
Entomol 36:643-653

ARAKI, Kiwako　荒木希和子（研究員（研究機関））　　　 　　　　 　　　　                   　　　  

Araki SK, Kaneko S, Isagi Y, Kudoh H (2011) Isolation and characterization of microsatellite loci in a clonal herb, 
Cardamine leucantha (Brassicaceae). Am J Bot 98:7e385-e387

GODA Yukiko　合田幸子（技術補佐員）　　　 　　　　 　　　　                                　　　  

Shibata J, Karube Z, Oishi M, Yamaguchi M, Goda Y, Okuda N (2011) Physical structure of habitat network differently 
affects migration patterns of native and invasive fishes in Lake Biwa and its tributary lagoons: Stable isotope 
approach. Popul Ecol 53:143-153

HODOKI, Yoshikuni　程木義邦（研究員（産官学連携））　　    　         　          　　　　　　　           

Hodoki Y, Ohbayashi K, Kobayashi Y, Okuda N, Nakano S (2011) Temporal variation in cyanobacteria species 
composition and photosynthetic activity in experimentally induced blooms. J Plankton Res 33:1410-1416

IKEMOTO, Mito　池本美都（大学院生）　　    　         　          　　　　　　　           　　　

Ikemoto M, Ohgushi T, Craig TP (2011) Space-dependent effects of floral abundance on flower visitors. J Plant Interact 
6:177-178 

ITOH, Masayuki　伊藤雅之（学振特別研究員）　　    　　          　　　　　　　           　　　

Itoh M, Takemon Y, Makabe A, Yoshimizu C, Kohzu A, Ohte N, Tumurskh D, Tayasu I, Yoshida N, Nagata T (2011)
Evaluation of wastewater nitrogen transformation in a natural wetland (Ulaanbaatar, Mongolia) using dual-isotope 
analysis of nitrate. Sci Total Environ 409:1932-1940 

Matsubara T, Kosugi Y, Takanashi S, Mizota Y, Itoh M, Osaka K, Fujimoto M, Ohkubo S (2011) Seasonal fluctuations 
in growth/decline and single-leaf gas exchange of C3 turfgrass fields under various light conditions. J Agri 
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森長真一編）ゲノムが拓く生態学―遺伝子の網羅的解析で迫る植物の生きざま―．文一総合出版，東京，
pp 293-316

永野 惇・大林 武（2011）生態学者のための DNA マイクロアレイ入門．（永野 惇・森長真一編）ゲノムが拓
く生態学―遺伝子の網羅的解析で迫る植物の生きざま―．文一総合出版，東京，pp 275-292

Meteorol 67:1-12
Itoh, M, Sudo S, Mori S, Saito H, Yoshida T, Shiratori Y, Suga S, Yoshikawa N, Suzue Y, Mizukami H, Mochida T, 

Yagi K (2011) Mitigation of methane emissions from paddy fields by water management with longer mid-season 
drainage. Agriculture, Ecosystems and Environment 141:359-372 

鈴江康文・森本昌子・和田健太郎・伊藤雅之・須藤重人（2011）中干し期間の延長はレンゲすき込み水田
からのメタン発生を低減させる．近畿中国四国農業研究 18:7-12

KAGATA, Hideki　加賀田秀樹（研究員（gCOE））　    　　　　　　　　　           　     　　　　 

Kagata H, Ohgushi T (2011) Ingestion and excretion of nitrogen by larvae of a cabbage armyworm: the effects of 
fertilizer application. Agric For Entomol 13:143-148

Kagata H, Ohgushi T (2011) Ecosystem consequences of selective feeding of herbivore: palatability-decomposability 
relationship revisited. Ecol Entomol 36:768-775

KATAYAMA, Noboru　片山 昇（研究員（gCOE））　　          　　　　　　　　　           　     

Katayama N, Suzuki N (2011) Anti-herbivory defense of two Vicia  plants with and without extrafloral nectaries. Plant 
Ecol 212:743-752

Katayama N, Zhang ZQ, Ohgushi T (2011) Belowground rhizobia positively affect abundances of aboveground sap 
feeding and leaf chewing herbivores.  J Plant Interact 6:173-174

Katayama N, Zhang ZQ, Ohgushi T (2011) Community-wide effects of below ground-rhizobia on above-ground  
arthropods. Ecol Entomol 36:43-51  

KAWAGOE, Tetsuhiro　川越哲博（研究員（最先端・次世代研究））　　          　　　　　　　　　           

Kawagoe T, Shimizu KK, Kakutani T, Kudoh H (2011) Coexistence of trichome variation in a natural plant population: 
a combined study using ecological and candidate gene approaches. PLoS ONE 6:e22184

KODA Ryosuke　幸田良介（学振特別研究員）　　　　　　　　　                               　　　            

松井 淳・堀井麻美・柳 哲平・森野里美・今村彰生・幸田良介・辻野 亮・湯本貴和・高田研一（2011）大峯
山脈前鬼地域における森林植生の現状とニホンジカによる影響． 保全生態学研究 16:111-119

Koda R, Fujita N (2011) Is deer herbivory directly proportional to deer population density? Comparison of deer feeding 
frequencies among six forests with different deer density. For Ecol Manag 262:432-439 

Koda R, Agetsuma N, Agetsuma-Yanagihara Y, Tsujino R, Fujita N (2011) A proposal of the method of deer density 
estimate without fecal decomposition rate: a case study of fecal accumulation rate technique in Japan. Ecol Res 
26:227-231

MASUNAGA, Hitoha　桝永一葉（研究員（産官学連携））　　　　   　       　　　             　            

Amano T, Székely T, Koyama K, Amano H, Sutherland WJ (2011) Addendum to ʻʻA framework for monitoring the 
status of populations: An example from wader populations in the East Asian-Australasian flywayʼʼ Biol Conserv 
143:2238-2247

MIURA, Kazumi　三浦和美（教務補佐員）　　　　   　            　　　　　　　             　　　 

Miura K, Ohgushi T (2011) A native predator affects the indirect interaction between exotic herbivorous insects on an 
invaded plant. J Plant Interact 6:175-176

今井健介・三浦和美・飯田博之・藤崎憲治 (2011) 北米侵入種クズ Pueraria montana (Lour.) Merr. var. lobata 
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(Willd.) Maesen et S. Almeida (Leguminosae) の原産地域における天敵相．日本応用動物昆虫学会誌 55:147-
154

NAGANO, Atsushi　永野 惇（学振特別研究員）　　　　   　            　　　   　　　　                      

Izawa T, Mihara M, Suzuki Y, Gupta M, Itoh H, Nagano AJ, Motoyama R, Sawada Y, Yano M, Hirai MY, Makino A, 
Nagamura Y (2011) Os-GIGANTEA Confers Robust Diurnal Rhythms on the Global Transcriptome of Rice in the 
Field. The Plant Cell 23(5):1741-1755 

NAKAZAWA, Takefumi　仲澤剛史（学振特別研究員）　　　　         　　　　　　　　  　　　 

Nakazawa T (2011) Ontogenetic niche shift, food-web coupling, and alternative stable states. Theor Ecol 4:479-492
Nakazawa T (2011) Alternative stable states generated by ontogenetic habitat coupling in the presence of multiple 

resource use. PLoS ONE 6:e14667 
Kuwamura M, Nakazawa T (2011) Dormancy of predators dependent on the rate of variation in prey density. SIAM 

Journal on Applied Mathematics71:169-179 
Nakazawa T (2011) The ontogenetic stoichiometric bottleneck stabilizes herbivore-autotroph dynamics. Ecol 

Res26:209-216 
Nakazawa T, Kuwamura M, Yamamura N (2011) Implications of resting eggs of zooplankton for the paradox of 

enrichment. Popul Ecol 53:341-350
Nakazawa T, Tsai C, Ishida N, Kato M (2011) Annual variations in length-weight relationships of Gymnogobius isaza 

(Tanaka 1916) from Lake Biwa, Japan. J Appl Ichthyol 27:1135-1136
Nakazawa T, Ushio M, Kondoh M (2011) Scale dependence of predator-prey mass ratio: determinants and applications. 

Adv Ecol Res 45:269-302

NAOE, Shoji　直江将司（大学院生）　　　　   　            　　　　　　　                  　　　　 

Naoe S, Sakai S, Sawa A, Masaki T (2011) Seasonal difference in the effects of fragmentation on seed dispersal by 
birds in Japanese temperate forests. Ecol Res 26:301-309  

直江将司・ 池田武文 （2011）京都市におけるマツ材線虫病被害ハザードマップの作成．日本林学会誌 93:33-
36

Masaki T, Takahashi K, Sawa A, Kado T, Naoe S, Koike S, Shibata M (2011) Fleshy fruit characteristics in a temperate 
deciduous forest of Japan: how unique are they? J Plant Res DOI:10.1007/s10265-011-0423-0 

Naoe S, Sakai S, Masaki T (2011) Effect of forest shape on habitat selection of birds in a plantation-dominant 
landscape across seasons: comparison between continuous and strip forests. J For Res DOI:10.1007/s10310-011-
0296-z  

OHBA, Shin'ya　大庭伸也（学振特別研究員）　　　              　　　　　       　　　　　　　    

Ohba S (2011)  Field observation of predation on a turtle by a giant water bug. Entomol Sci 14:364-365
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Rana nigromaculata の生息場所利用．日本環境動物昆虫学会誌 22:129-138
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OZAWA, Rika　小澤理香（研究員（科学研究））　　　         　　　　　       　　　　　　　　　       
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37:267-272

Arimura G, Ozawa R, Maffei ME (2011) Recent advances in plant early signaling in response to herbivory. Int J Mol 
Sci 12:3723-3739
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Shibata J, Karube Z, Oishi M, Yamaguchi M, Goda Y, Okuda N (2011) Physical structure of habitat network differently 
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Uefune M, Kugimiya S, Takabayashi J (2011) Herbivore-induced carnivore attractants enhance the residence time of 
carnivores on a host food plant. J Plant Interact 6:1165-165

Urano S, Abe J, Uefune M, Takabayashi J (2011) Analytical model to predict the number of parasitoids that should be 
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その他雑誌掲載の論文

KAWAGOE, Tetsuhiro　川越哲博（研究員（最先端・次世代研究））　　          　　　　　　　　　           

川越哲博（2011）遺伝子が生物群集のあり方を決める？　種生物学研究「ゲノムが拓く生態学」34:207-216

TAKEMOTOI, Hiroyuki　竹本裕之（研究員（グローバル COE））　　　                             　   

竹本裕之・米谷衣代・高林純示（2011）エコロジカルボラタイルが作り出す生物間相互作用・情報ネット
ワーク．植物の生長調節 46:37-44

UEFUNE, Masayoshi　上船雅義（特定研究員（産官学連携））　　　　　   　　　　　        　   

上船雅義（2011）天敵誘引物質と天敵との関係について．バイオコントロール 15(1):63-68
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て―．昆虫と自然 46:18-22
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竹本裕之・米谷衣代・高林純示（2011）エコロジカルボラタイルが作り出す生物間相互作用・情報ネット
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単行本（含翻訳）、単行本に掲載の論文
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NAGANO, Atsushi　永野 惇（学振特別研究員）　　　　   　            　　　　　　　                                   
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Borneo: Distribution, population dynamics, and soil nutrient acquisition. In: Turner BL, Cernusak LA (eds) 
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その他
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動物 62:81

大庭伸也・稲谷吉則（2011）岡山県北部におけるアメリカザリガニの増加とタガメの減少．昆虫と自然
46:30-33
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antiqua の増殖に与える影響．北大水産彙報 61:23-28
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学会誌 77:876-880
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13）今井一郎（2011）有害有毒赤潮の生物学（14）シャットネラの殺藻細菌．海洋と生物 33:154-163
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生態研セミナー

第 225 回　2011 年 4 月 15 日（金）

「常緑樹林林床に成長速度と光要求性のトレードオフは存在するか？—暗い林床での多様性の維
持機構—」
　河原崎里子（首都大学東京大学院理工学研究科）

「炭素安定同位体ラベリング手法を用いた地上部から地下部までの樹木炭素分配の追跡」
　檀浦正子（京都大学大学院農学研究科）

スペシャル　2011 年 4 月 22 日（金）

「Microevolutionary patterns in Alyssum and Cardamine (Brassicaceae)」
　Karol Marhold (Institute of Botany, Slovak Academy of Sciences / Visiting Professor, CER, Kyoto   
 University)

第 226 回　2011 年 5 月 20 日（金）

「ゲノムから明らかにするシロアリ腸内複合共生機構」
　本郷裕一（東京工業大学大学院生命理工学研究科）

「森林生息性微小菌類の多様性を探る」
　升屋勇人（（独） 森林総合研究所）

第 227 回　2011 年 6 月 17 日（金）

「光資源を巡る競争と植物群集のビルドアップ：南極淡水湖藻類マッ ト構造と光吸収・防御スペ
クトルの進化」
　佐々木 顕（総合研究大学院大学先導科学研究科）

「耐虫性品種を加害できるバイオタイプ進化の予測と管理」
　鈴木芳人（元 中央農業総合研究センター）

第 228 回 　2011 年 7 月 15 日（金）

「リーフマイナーの自然史：寄主転換、種分化、そして複合適応形質 進化の視点から」
　大島一正（基礎生物学研究所 生物進化研究部門）

「冬尺蛾の種分化と多様化：冬の寒さが種分化を促す」
　山本哲史（京都大学大学院理学研究科）

スペシャル　2011 年 8 月 26 日（金）

“Character displacement, character release, and reproductive isolation in Mnais  damselflies”
　Stewart J. Plaistow (Institute of Integrative Biology, The University of Liverpool, U.K. / Visiting   
 Associate Professor, CER, Kyoto University)
“Successional effects on morph frequencies, pollinator abundance and geneflow barriers within a contact 
zone”
　Bruce Anderson (University of Stellenbosch, South Africa / Guest Research Associate, CER, Kyoto   
 University)
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第 229 回　2011 年 9 月 14 日（水）

「生態系・生物多様性観測の現状と将来：現地調査とリモートセンシング、モデリングをつない
で生態学の空間スケールを広げる」
　石井励一郎（（独）海洋研究開発機構 地球環境変動領域）

「日本列島の三万五千年―人と自然の環境史」
　湯本貴和（総合地球環境学研究所）

第 230 回　2011 年 10 月 21 日（金）

「植物の環境ストレス応答における RNA およびエピジェネティック制 御機構の解析」
　関 原明（（独）理化学研究所 植物科学研究センター 植物ゲノム発現研究チーム）

「植物の器官形成の中心～分裂組織のつくられ方」
　相田光宏（奈良先端科学技術大学院大学 バイオサイエンス研究科）

第 231 回　2011 年 11 月 18 日（金）

「細菌が支える海洋炭素循環」
　横川太一（愛媛大学沿岸環境科学研究センター）

「環境中のクロロフィル d：Acaryochloris  spp. の分子微生物生態学的研究」
　大久保智司（京都大学大学院人間環境学研究科）

スペシャル　2011 年 12 月 1 日（金）

「シロイヌナズナを用いた植物―アザミウマ―トスポウイルスの相互作用に関わる研究」
　安部 洋（（財）理化学研究所バイオリソースセンター 実験植物開発室）　

第 232 回　2011 年 12 月 16 日（金）

「種間相互作用と群集動態」
　難波利幸（大阪府立大学大学院理学系研究科）　　　　

「生態系プロセスにおける植食性昆虫の役割」
　加賀田秀樹（京都大学生態学研究センター）

第 233 回　2012 年 1 月 13 日（金）

「病原生物と人間の相互作用環」
　川端善一郎（総合地球環境学研究所）

「湖沼水系における在来魚生息地ネットワークの好適性評価：安定同位体を用いた魚類の移動
推定」
　柴田淳也（京都大学生態学研究センター）

第 234 回　2012 年 2 月 10 日（金）

「分類思考と系統樹思考：体系学がたどってきた道」
　三中信宏（（独）農業環境技術研究所）

「SSD（性的サイズ多型）の地域変異：繁殖干渉と形質置換についての考察」
　椿 宜高（京都大学生態学研究センター）



-42-

セミナースペシャル　2012 年 3 月 2 日（金）

"Molecular characterizations of water bloom forming cyanobacteria and their toxins"
　Li Renhui (Institute of Hydrobiology, the Chinese Academy of Sciences/ Visiting Professor, CER, 　
　Kyoto University)
"Cyanobacterial Dominance in Lakes and Seas: Earth's Three Billion Years as a 'Blue-Green Planet'"
　Warwick F. Vincent (Centre for Northern Studies (CEN) & Dept de Biologie, Laval University)

セミナースペシャル　2012 年 3 月 23 日（金）

"Trophic cascades and species' extinction risk in complex food webs"
　Amrei Binzer (Georg August University Göettingen)
"Phenotypic plasticity and life history trait correlations in structured organisms: an energy budget 
perspective"
　William A. Nelson (Queen's University)
"Clonality and nutrient foraging response and their role in plant invasiveness"
　Lidewij Keser (University of Konstanz)
"Drivers of population dynamics in space and time"
　Eelke Jongejans (Radboud University)
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共同利用・共同研究拠点事業 共同研究の報告

日本全国における地下水の酸素・水素安定同位体比分布の解析
勝山正則 ( 京都大学農学研究科・研究員 )

研究組織：谷 誠（京都大学農学研究科・教授）・勝山正則

　日本全国を対象に、地下水の水安定同位体比分布を調べ、その分布の決定機構を明らかにすることを目的
とした。サンプルには、北海道から沖縄まで全国各地で採水され、市販されているミネラルウォーターを用
いた。得られた分布は、現在の気候条件を反映した分布であると考えられる。

●はじめに
　降水から地下水・渓流水・河川水に至る水循環研究において、水の安定同位体比は水移動プロセスを知る
ためのトレーサーとして広く用いられる。世界的には、気候変動などの環境変化に対する応答を予測する上
での基礎データ収集との位置づけで、各種同位体比の空間分布を地図化する ISOSCAPE 研究が近年活発に
行われている。本研究では比較的入手が容易な市販のミネラルウォーターをサンプルとして用い、日本全国
の地下水の酸素・水素安定同位体比（δ18O、δD）空間分布を明らかにし、その決定機構を考察した。

●酸素安定同位体比の空間分布
　計 268 のサンプルの δ18O、δD を測定した。δ18O と δD の間には次式に示す明確な直線関係があった。
　　　　δD = 7.13δ18O + 7.99   (r2=0.92)
  δ18O の空間分布（図 1）を見ると、-4.9 ～ -13.6‰の範囲で分布し、概ね低緯度から高緯度にかけて値が小
さくなる緯度効果が見られた。また、中部日本の山岳地域付近では標高とともに値が小さくなる高度効果が
見られた。緯度および標高に対するδ18O の関係はそれぞれ次式のようになった。LAT、ELV はそれぞれ緯
度および標高 (m) を意味する。
 δ18O = - 0.35 LAT - 3.43   (r2=0.43)
 δ18O = - 0.0028 ELV - 8.31   (r2=0.30)
これらは降水で観測される高度効果や緯度効果が
強く反映されているものと考えられる。

●d値の空間分布
  d = δD - 8δ18O という関係式で表される d 値は
降水の水蒸気起源を反映する指標とされる。d 値
の空間分布（図 1）を見ると、8.1 ～ 24.7‰の範
囲で分布し、太平洋側で小さく日本海側で大きい
傾向が見られた。富山県や新潟県のように豪雪地
域で特に大きい値を取った。既存の文献等から、
各地の降水の d 値を見ると、地点に関わりなく冬
に大きく夏に小さくなる季節変動が確認された。
一般に降水量による降水 d 値の加重平均は、その
地点で涵養された渓流水や地下水にほぼ等しいと
される。そこで、降水データが存在する都道府県
で地下水の値と比較したところ、太平洋側ではほ
ぼ一致するものの、日本海側では地下水の方が大
きな値を取った。これは冬期の降水で見られた高
い値が、積雪・融雪の時間遅れを経て地下水を涵

図 1 地下水安定同位体比の空間分布 ( 左図 :δ18O, 右図 : d 値 )
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放射性炭素分析法を用いた樹木の結実豊凶と資源貯蔵との関係性の解明
市栄智明（高知大学農学部・准教授）

　この研究では、戦後の放射性炭素（14C）濃度の急激な変化を利用して、樹木の種子に含まれる炭素の構
成年代と繁殖周期の関係を調べ、樹木の種子生産に果たす貯蔵炭水化物の役割を検証した。

●はじめに
　多くの樹木の種子生産は、年毎に大きく変動し広範囲に同調する。このような繁殖様式をマスティング
と呼ぶ。マスティングのメカニズムを説明する仮説として、最も有力視されているものの 1 つが「資源収
支モデル」である（Isagi et al. 1997）。これは、
種子生産に豊凶のある樹種は、豊作年の開花や
結実に必要な資源量が多く、またその資源の蓄
積に時間がかかるために、種子生産に年変動が
生まれるというものである。マスティングを制
限する貯蔵資源としては、これまで樹体内の炭
水化物の蓄積量が注目されてきた。しかし、マ
スティングを行う樹木は、種子生産に対して本
当に長期間の炭水化物蓄積を必要としているの
だろうか。この研究では、第二次世界大戦後の
冷戦時代に行われた大気核実験によって大量に
放出され、その後減少を続ける大気中の 14C 濃
度を利用し（図 1）、種子を構成する炭素の同化
年代を特定した。そして、実際の種子生産年と
の差し引きから、種子生産に必要な資源の蓄積
にかかる時間を推定し、それと繁殖周期との関
係を調べた。

●材料と方法
　茨城県小川群落保護林に設定された 6ha の調査区内に生育し、繁殖周期の異なる落葉広葉樹 12 種につ
いて、1989 年から 1995 年に採取された各樹種の種子を材料として用いた。入手した種子は、乾燥、粉砕
後に生態学研究センターのグラファイト化前処理用真空ラインを利用してグラファイト化を行い、加速器
質量分析装置を有する外部研究機関に委託して、種子を構成する炭素の 14C 濃度を測定した。同時に、試
料中の炭素安定同位体比（13C/12C）を測定し、植物体の同位体分別から 14C 値の補正（Δ14C 値）を行った。

養しているため、各月の降水量による加重平均値とは一致しないためと考えられた。すなわち、日本海側で
は積雪・融雪が水文過程として大きな役割を果たしている。

●ミネラルウォーター利用の可能性
  ミネラルウォーターは入手が容易であることから、採水地点の偏在の問題を考慮すれば、国内に限らず世
界でも研究に利用できる。特に、ISOSCAPE 研究の観点からは現在の気候条件を反映した地図が得られる
と考えられ、将来の気候変動に対する応答を見る上でも継続的にこのような調査・研究を行っていくことは
有効である。

図 1 大気中の CO2 に含まれる 14C の増加・減少曲線
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最終的な年代特定には、Hua & Bartetti (2004) の式を用いた。また、調査区内で長期的に調べられている
種子生産量のデータから、各樹種の種子生産の年変動係数を求め、14C 分析によって算出された種子を構成
する炭素の古さ（種子の構成炭素年代―結実年）との関係を調べた。

●結果と今後の方向性
　調査した落葉広葉樹 12 種は、繁殖周期に関係なく、いずれの樹種も種子中のΔ14C 値は種生産（結実）
年と同じか 1 年前、つまり主として当年か前年度の光合成同化産物を使って種子生産を行っていることが
分かった。繁殖周期が長く、豊凶の度合いの高い樹種でも豊作年の種子生産に対する貯蔵炭水化物の貢献
度が低く、毎年繁殖型の樹木と同じように比較的新しい同化産物を用いて種生産を行っていることから、
マスティングを制限する貯蔵資源やその役割について、再考の必要があると言えよう。今後は、異なる植
生タイプや樹種においても、同様の解析を行っていくことにより、マスティングに果たす炭水化物資源の
役割について、樹種間差や地域間差などを含めて総合的に解析することが可能になると考えている。

引用文献
Isagi et al. (1997) J. Theor. Biol. 187:231-239
Hua & Bartetti (2004) Radiocarbon 46:1273-1298

陸域生態系機能の環境変動応答機構の解明に向けたデータ同化法の利用
横沢正幸（（独）農業環境技術研究所・上席研究員）

　環境変動が陸域生態系における炭素循環に及ぼす影響を評価する上で重要であるが直接測定のできない
土壌有機炭素の分解率の温度依存性を、農耕地土壌での長期データと炭素動態モデルにデータ同化法を適
用して推定することを試みた。

研究組織：横沢正幸 ( 農環研）・櫻井 玄 ( 農環研）・石田 厚 ( 京都大 )
研究期間：2011 年 4 月～ 2012 年 3 月

●はじめに
　陸上生態系における土壌圏は大気の約２倍の炭素を蓄えており、温暖化に伴う土壌有機炭素 (SOC) の分
解速度の増加が大気中 CO2 濃度の増加を介して正のフィードバックを起こす可能性から、SOC 分解の温度
依存性の評価は重要である。しかし、とりわけ難分解性 SOC では、野外環境条件下で分解の温度依存性を
測定することは難しい。本研究では、野外長期観測データに土壌炭素動態モデルをデータ同化し、温度依存
性に関するモデルパラメータ値を逆推定することにより、SOC の性質と温度依存性との関係を調べた。

●データ同化による温度依存性の推定
　北海道、秋田県、埼玉県、愛知県、大分県における 5 カ所の畑地土壌で 9 年間定期的に観測された全炭
素量の経年変化データを用いた。各地点とも、窒素肥料投入量を変えた 3 つ処理区（窒素無施用区、化学
肥料施用区、化学肥料及び有機肥料施用区）で測定された合計 15 セットのデータを用いた。
　SOC の分解モデルとして、RothC（Rothamsted Carbon model）を用いた。RothC では、SOC は基礎
分解率の値により 5 つのコンパートメント（2 つのリター、微生物バイオマス、腐植および不活性 SOC）
に画分され、SOC の分解過程は次式で与えられる。分解された炭素は一部は CO2 として系外に放出され、
一部は他のコンパートメントへ移行する。
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　dYq/dt = I(t) - a(T) b(W) c(P) k0 Yq K

Yq はコンパートメント q の SOC 量、I はインプット量、a、b、c はそれぞれ温度、水分、植被の依存性を
表すファクター、k0 は基礎分解率、t は時間、T は気温、W は土壌水分量、P は植被の有無を表す。ここ
で対象とする温度依存性ファクターは次式で与えられる。

　a(T) = 47.91/[1+exp(R/19.27 + T)]

パラメータR はファクターの程度を表現し、値が小さいほど温度依存性が大きい。
　本研究では、データ同化によってパラメータR の値をコンパートメントごとに推定することによって、
SOC の性質とその温度依存性を評価した。その際、土壌内の変化が SOC の分解率に影響を与える可能性
も考慮するために、時間変化を許したパラメータK を導入した。パラメータR とK の推定には、粒子フィ
ルター法と MCMC の複合アルゴリズムを利用した。粒子フィ
ルター法は各時間のデータを元に各時間のパラメータの事後
分布を多数の粒子で近似するアルゴリズムである。
　図は温度依存性パラメータR の推定事後分布である。点線
は事前分布を示す。一般に温度反応のアレニウス則からは、
基礎分解率の大きい SOC は分解の温度依存性が大きくなると
推測されるが、本結果ではそのような関係は見られなかった

（詳細な結果と考察は発表論文を参照）。

●おわりに
　本報告では、環境変動に対する土壌炭素動態の応答解析に
対してデータ同化法を利用した研究例を紹介した。複雑系と
しての生態系を理解するためには、素過程からの積み上げで
はなくシステムとして推定する手法が有効であろう。とりわ
け時間変化を許すパラメータの導入は、構成要素間の相互作
用が時間的に変化する生態系において、新たな研究の切り口を
提供すると期待される。

発表論文
Sakurai G. et al. (2012) Soil Biol. Biochem. 46:191-199

安定同位体比情報を用いた森林土壌中の NO3
- の分布と起源の把握とモデル化

大手信人（東京大学大学院農学生命科学研究科・准教授）

　本研究では、昨年度の共同研究で行った、原位置における硝酸（NO3
-）の酸素安定同位体比（δ18O）

を用いる総硝化量推定のモデルをベースに、土壌内の NO3
- の δ18O の鉛直分布を表現できるモデルを構

築した。

●はじめに
　森林土壌中での NO3

- は、大気降下物と微生物による硝化の２つのソースを持つ。土壌溶液中の NO3
- は、

この二者の混合物であるが、微生物によって常に不動化（有機化）され、さらに無機化・硝化を経て作ら

コンパートメントごとのパラメータR の推定事後分布
（基礎分解率が大きい順に上から並ぶ）
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れる NO3
- によって置き換えられる。この様子は、溶液が鉛直下方に浸透していくにしたがって変化する

NO3
- のδ18O のプロファイルが観測されたことで明らかになった。本研究は大気降下物由来の NO3

- がどの
ように上記の微生物による窒素形態変化のループに取り込まれ、利用されるかを定量的に考察することを
目的として、森林での観測とモデルを用いた検討を行った。

●同位体マスバランスモデルによる NO3
- のδ18O のプロファイルの再現

　土壌中のある深さでの NO3
- プールの消長を表現す

るマスバランスは、以下のように表される。
　dS/dt = Ng + D - I- U - L
S は NO3

- のプール、t は時間、Ng は総硝化量、D は
大気降下物での NO3

- の負荷量、I は NO3
- の不動化量、

U は植物による NO3
- 吸収量、L は溶脱量である。こ

れらのフローは、観測値、本試験地に関する既往文
献等から与えた。大気降下物中の NO3

- の δ18O は、
観測値（Osaka et al. 2010）から年間を通して 68‰と
し、微生物によるアンモニア酸化で生成される NO3

-

の δ18O はこれも観測値から 0‰と仮定した。また、
植物や微生物による吸収時には同位体分別は生じな
いと仮定した。さらに総硝化量については、前年度、
15N トレーサーによる同位体希釈法で求められた総硝
化速度とその季節変動を参考にして与えた。図 1 の
概念図に示されるように、土壌溶液は雨水の供給に
よって鉛直下方に浸透していくが、この過程を表現
するため、上記のコンパートメントを鉛直に連結さ
せ、溶液の流下を想定した計算を行った。シミュレ
ーションは、計算される NO3

- プールのδ18O が現実的
な値に近くなるように不動化速度を調節する手順で
行った。
　シミュレートされた土壌表層近くの年間の総硝化量
は 25.4kgN/ha/yr、不動化量は 16.5 kgN/ha/yr であり、
総硝化量は純硝化量の約 2.5 倍であった。これは、上
記の 15N トレーサーによる実験室培養での総速度と順
速度の比と概ね対応していた。NO3

- プールの δ18O は
明らかな季節変動を示すが、その平均値と標準偏差
はほぼ現実的な値をとっている。またその変動は深
部ほど小さく、年間の平均値も低下した（図 2）。こ
の低下は、現実の低下に比べてやや急激であった（図
3）。この相違は、計算では下層での総硝化量と不動
化量を表層と同じであると仮定しているが、実際に
は下層ほどこれらが小さくなり、NO3

- の入れ替わり
が緩慢になっていたことによるものと考えられる。
　以上のように、同位体マスバランスを考慮するモデ
ル計算を介して、原位置での測定が困難な総硝化量や
不動化量の推定が可能となることが示された。

引用文献
Osaka, K., et al. (2010). Journal of Geophysical Research 115, pp. G02021, doi: 10.1029/2009 JG000977

図 1 土壌溶液中の NO3
- のδ18O のマスバランスを計算するモデル

図 2 計算された３つの深度における NO3
- プールのδ18O の季節変動

図 3 計算された３つの深度における NO3
- プールのδ18O と

　　　観測値との対応
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開催日時：2011 年 8 月 8 日（月）～ 8 月 14 日（日）
開催場所：滋賀県近江八幡市沖島および生態学研究センター
講　　師：奥田 昇・中野伸一・陀安一郎（京都大学生態学研究センター）
T  　  A：岡崎友輔（京都大学生態学研究センター）
技術職員：小板橋忠俊・合田幸子（京都大学生態学研究センター）
参 加 者：京都大学理学部生 5 名、京都大学農学部生 1 名、計 6 名

　標記の公募ワークショップが、京都大学理学部の陸水生態学実習と合同で開催されました。本ワークシ
ョップは、地球温暖化、富栄養化、外来生物移入などの人為撹乱が湖沼生態系の在来生物群集に及ぼす影
響を把握することを目的とした若手研究者のための長期生態系観測プログラムです。また、このプログラ
ムは日本長期生態学研究（JaLTER）ネットワークと連動しており、観測により得られた成果をデータベ
ース化し、JaLTER 登録サイト「琵琶湖流域研究サイト」のホームページ（文末参照）で公開することを
もう 1 つの目的としています。

　ワークショップ開催地の琵琶湖は、世界屈指の生物多様性を誇る古代湖です。生態学研究センター（以
下、生態研）は、その前身となる大津臨湖実験所の時代より、琵琶湖における生態系観測調査を長期運営し
てきた歴史をもちます。この長期観測調査の発案・主導者であり当時の実験所長である森 主一教授によれば、
琵琶湖の定期観測調査は他の機関でも実施されていたが、いずれも調査項目からベントスが欠如していたた
め、臨湖実験所の長期観測はベントスを売りにしようということになったそうです（Mori et al. 1967）。この
調査が開始された 1965 年というのは、ちょうど富栄養化の問題が顕在化した時期と重なります。湖沼物理・
化学環境の観測調査は深水層も対象としますが、一般的な測器でベントスが生息する湖底境界相の微環境を
計測することは困難です。この半世紀、リン・窒素の負荷削減努力が奏功して、琵琶湖の栄養状態は如実に
改善されました。その一方で、湖底への有機物負荷は密かに、しかし、着実に進行していきました。そして、
今日、我々はベントス相の激変を目の当たりにすることになったのです。このような生態系の長期変動過程
を科学データとして世に知らしめることができるのも、湖底の異変をいち早く察知し、湖沼の環境指標とし
てベントス相調査を導入することを提唱した森（1989）の慧眼の賜物といってよいでしょう。
　本ワークショップの前半では、共同利用・共同研究施設である調査船「はす」に乗船し、生態研が運営す
る沖合定点における長期観測調査を体験しました。エックマン採泥器を用いたベントス採集調査では、ヘド
ロが堆積し黒変した底泥から発せられる硫化物の臭気に、一同が琵琶湖の危険信号を感じ取りました。私が
学生として生態研に在籍していた 10 数年前、湖は今よりも富栄養化していましたが、このような湖底環境
の異変は観察されませんでした。驚くべきことに、最近のベントス相にはミズムシが常連として登場するよ
うになりました。ミズムシは水質汚濁の指標として、還元的な環境に生息する甲殻類で、これまで琵琶湖の
定点調査で採集されることはありませんでした。琵琶湖固有のベントス相の行く末を案ずると、適応策の導
入は喫緊の課題ですが、これについては別の機会に述べさせていただきます。
　さて、本ワークショップでは、沖合の調査のみならず、沖島における沿岸生態系の長期観測プログラムを
新たに立ち上げました。沿岸生態系の調査はこれまでも湖内各所で試みられてきましたが、残念ながら、こ
れらは単発もしくは不定期にしか実施されておりません。そこで、隔年で開催されるこのワークショップを
利用して、沿岸ベントス相の長期定点調査を行うことを企画しました。沖島は、湖内最大にして人間が暮ら
す唯一の離島です。一般に、沖合生態系は湖に流入する全ての河川水を通じて流域圏全体の影響を積分的に

若手研究者のための夏季観測プログラム in 琵琶湖
奥田 昇（京都大学生態学研究センター・准教授） 

共同利用・共同研究拠点事業  ワークショップの報告
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反映します。対照的に、沿岸生態系は隣接する河川集水域の人間活動の影響を色濃く反映します。したがって、
沿岸調査はどこに定点を設けるかによって、生物相やその長期変動パターンの観測結果が大きく左右されま
す。そこで、現時点で人為の影響が小さく、自然環境が豊富に残されている沖島の礫湖岸を調査定点とする
ことに決めました。実際に、採集調査を行ってみたところ、きれいな水辺に生息する水生昆虫類が数多く見
られ、既存の沿岸調査地点の中でも群を抜いて生物多様性が高いことが明らかとなりました。今後も、この
ベントス相調査を継続し、琵琶湖の生物多様性を育む湖岸環境を損なわないよう生態系の変化を注視しなが
ら、調査の成果を発信してゆきたいと考えています。
　また、この沿岸観測調査に関連して、参加者たちは幾つかの個別研究課題にも取り組みました。沖合と沿
岸生態系の生産構造の違いを調べたり、沿岸で採集された魚類の食性解析から生物間の「食う・食われる」
の相互作用網を描いたり、セタシジミの懸濁物濾過実験から生物による浄化作用を定量したりする研究を参
加者同士で協力しながら遂行しました。ワークショップの後半は、生態研に会場を移し、参加者自らが研究
の成果をまとめ、研究内容について活発な議論を交わしました。
　なお、今回の調査は沖島の民宿をお借りして実施しました。全国の陸水研究の拠点である生態研がフィー
ルド調査に欠かせない宿泊施設を持たないのは痛恨ですが、民宿で開催したことにはある意図があります。
沖島に暮らす住民の多くは漁業を生業としており、この民宿でも、琵琶湖の幸をふんだんに使った湖魚料理
でもてなしてくれます。地域で廃れつつある湖魚食文化の素晴らしさを五感で堪能し、生物多様性が生態系
サービスにつながることを実感する。そして、その体験を次世代に継承したいという思いがあったからです。
学生の皆さんには参加費の面で不便をかけたかもしれませんが、湖魚料理に舌鼓を打つ皆の笑顔がワークシ
ョップの満足度を示すバロメーターであったかもしれません。
　繰り返しになりますが、このワークショップは湖沼の長期生態系観測調査と若手研究者の育成を二本の柱
としています。現在、地球上のあらゆる地域と生態系を対象として、生物多様性の長期観測網が整備されつ
つあります。しかし、このような活動は、多分に研究者個人のボランティア精神に拠るところが大きいこと
を忘れてはなりません。大津臨湖実験所の初代所長である川村多實二教授は、実験所が設立された翌年（大
正 4 年）より、全国の中等学校教員を募って臨湖実習会（夏季講習会）を開催しました。学問の持続的発展
には若手研究者の育成が必要であり、長期生態学研究を維持するには後継者の存在が不可欠です。今後とも、
若手研究者の積極的な参加を期待するとともに、生態学会の皆さんのご理解とご支援を賜れば幸いです。
　なお、本ワークショップによる観測調査結果および個人研究レポートは、下記の URL より閲覧可能です。
調査データおよび定量採集生物標本は、共同利用申請を通じて、その研究目的および意義が適当と判断され
た場合に利用することが可能です。

〈観測結果〉
http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/~nokuda/JaLTER/Biwako.htm

〈個人研究レポート〉
http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/~nokuda/research&education/education/limnolpracticeIH23.htm

引用文献
Mori S, Yamamoto K, Negoro K, Horie S, Suzuki N (1967) First report of the regular limnological survey of Lake 

Biwa (Oct. 1965-Dec. 1966) I. General remark. Mem. Coll. Sci. Univ. Kyoto Ser. B 1: 36-40
森 主一 （1989）大学魚族の生態．京都，ナカニシヤ出版
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開催日時：2011 年 8 月 27 日（土）～ 9 月 2 日（金）
開催場所：京都大学生態学研究センター
スタッフ：陀安一郎、奥田 昇、平澤理世、原口 岳、石川尚人、長谷川尚志、大林夏湖
参 加 者：京都大学学内からは、理学部生 3 名、理学研究科研究員 1 名、農学部生 2 名、農学研究科大学

院生 1 名
　　　　　学外からは、北海道大学大学院生 1 名、東北大学職員 1 名、東京大学大学院生 1 名、福井県立

大学大学院生 1 名、滋賀県立琵琶湖博物館職員 1 名、三重大学教員・職員各 1 名、九州大学大
学院生 1 名、長崎大学大学院生 1 名の計 16 名

　
　共同利用・共同研究拠点の活動として、本年度も「安定同位体生態学ワークショップ」を開催しました。
本ワークショップは、生態学の中で近年広く用いられるようになった炭素・窒素の安定同位体比を用いた研
究を自ら体験してもらい、研究手法に関する意見交換を行うことを目的としました。

　今年度は、炭素・窒素の安定同位体比を用いた研究を行っている研究者および学生（以後 A コース）、お
よび炭素・窒素の安定同位体比を用いた研究に興味がある研究者および学生（以後 B コース）の両者の公
募を行い、A コース 6 名、B コース 10 名の合計 16 名の方を迎えました。B コースは、京都大学理学部の安
定同位体実習からの参加者も含んでいます。1 週間という短い期間でしたが、班別に分析テーマを設定し、
機械の立ち上げと分析、測定値の補正とデータのまとめ、さらに結果を受けての発表という一連の研究の手
順を行いました。人数があまり多くなりすぎると実際の作業が難しくなるため、残念ながら希望されたすべ
ての方には参加していただけませんでした。
　参加された個々の方の目的は異なりましたが、全員で安定同位体生態学に関する議論を行えたことで、本
ワークショップの目的は達成されたものと思います。今回のワークショップに参加した方の中で、題材とテ
ーマをご提供いただいた、松尾奈緒子氏、太田和孝氏、亀田佳代子氏に感謝致します。また、ご協力いただ
いた、ボランティアを含むスタッフの皆さんにも感謝します。

●8月 27日～ 28日（期間１）
　初めの 2 日間には、質量分析計 Delta V と接続した元素分析計 Flash EA、および質量分析計 Delta S と接
続した元素分析計 EA1108 両方を立ち上げ、機械を動かす手順に関して 2 台の違いを中心に解説しました。
また、京都大学生態学研究センターで用いている標準試薬の種類と目的の説明や、現在一般に用いられてい
る δ 値の補正方法について陀安よりプレゼンテーションを行い、皆で議論を行ないました。なお、この 2
日間の立ち上げ講習会には 13 名の参加がありました。

● 8 月 29 日（以降、9 月 2 日まで期間２）
　この日からは 16 名すべてが参加しました。簡単に自己紹介をした後、安定同位体生態学の基礎の講義（陀
安）を行いました。午後からは、以下の 4 班のグループにわかれて作業を開始しました。1 班【植物の水利
用効率班】、2 班【琵琶湖ワークショップ班】、3 班【タンガニーカ班】、4 班【カワウ班】です。

● 8 月 30 日～ 9 月 1 日
　この期間に、乳鉢を使ったサンプルの粉砕、脂質除去のためのクロロホルム・メタノール抽出、標準試薬
とサンプルの分析、得られたデータの整理、標準試薬を用いたデータの補正という一通りの過程を行い、研
究手法に関する議論を行いました。午後の時間を使い、奥田准教授による「琵琶湖の食物網」の講義（30 日）
を行いました。また、31 日には三重大学大学院生物資源学研究科の松尾奈緒子博士による「安定同位体比

安定同位体生態学ワークショップ 2011
陀安一郎（京都大学生態学研究センター・准教授） 
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を用いた乾燥地植物の耐塩性の評価」、京都大学大学院理学研究科の太田和孝博士による「受精をめぐる競
争」、9 月 1 日には東北大学大学院農学研究科の松岡香矢氏による「アンモニウムトランスポーターに関す
る研究」、九州大学大学院工学府の富山雄太氏による「魚類の安定同位体を利用した簡易な河川生態系評価
技術の開発」、滋賀県立琵琶湖博物館の亀田佳代子博士による「カワウの物質輸送機能の解明―安定同位体
比分析を用いたカワウ研究―」、それぞれの発表を行ってもらい、全員で安定同位体生態学の研究手法に関
する議論を深めました。

● 9 月 2 日
　最後のまとめとして、パワーポイントを用いたプレゼンテーションを班別に作成しました。午後からは
各班の発表を行ないました。自分でまとめたものを自分で発表することで安定同位体生態学の有効な点を
認識するとともに、どのような点に注意しなければいけないかという点の理解も進んだと思います。台風
12 号が迫ってくる中で最後は駆け足になりましたが、最終日の夕方には簡単な懇親会を行ない、議論がは
ずみました。
　最後に、参加者の方々の感想を書いていただきました。紙面スペースの都合上で感想文を載せることが
できませんでしたが、感想文の要約とそれを受けたフィードバックについて記載しておきます。1. 以前は

「プレワークショップ」と「本体」として分けていたものを「期間 1」、「期間 2」という形でより一貫性を
持たせました。全期間を通して参加された方には順を追って理解出来るということで概して好評でしたが、

「期間 2」だけの参加の方にとっては説明が足りない部分もあったようです。2. 実際にいろいろな試料を用
いた実践形式のワークショップで、実際に研究する方向論について実感がわいたとの感想をもらいました。
3. やはり各自の参加に対する目的や目標は異なるので、どこをもっと聞きたかった、体験したかったとい
う部分は異なっていました。応募要項に、もう少し具体的な志望動機を書いてもらう欄をもうけるなどの
必要があるかもしれません。
　全体を通しては非常に有意義であったとの感想をいただきました。これはワークショップ参加者・スタ
ッフともども、短期集中で同じ目的に向かった賜物であったと思います。ありがとうございました。
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調査船「はす」運航及び利用実績表（平成 23 年度）
延べ運航日数　69 日
延べ乗船者数　370 名
延べ共同利用者数（非乗船者を含む）　123 名

技：技術員
教：教員
院：大学院生等
共：共同利用者
セ：センター構成員
そ：その他

月   日 時  間 用  務  内  容 乗　船　者　数 他（非乗船者）

H.23 技 教 院 そ 共 セ 共
4/ 5 8:18 ～ 11:54 琵琶湖での微量金属の分布と生物地球化学的動態、生物活動との関連 2 2
/11 7:56 ～ 12:20 インターラボ 2 50

/ 12 7:51 ～ 11:53 琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空間分布調査 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1 1

/ 20 7:33 ～ 11:42 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 2 3

/ 21 8:17 ～ 14:14 Distribution of testate amoeba communities in the benthic zone 
of Lake Biwa 2 1

/ 22 7:59 ～ 16:38 Distribution of testate amoeba communities in the benthic zone 
of Lake Biwa 2 1

/ 26 8:19 ～ 11:17 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1 3 1

5/ 12 8:30 ～ 12:47 琵琶湖での微量金属の分布と生物地球化学的動態、生物活動との関連 2 3
/16 7:48 ～ 11:30 琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空間分布調査 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1

/17 8:18 ～ 12:54 定期観測・琵琶湖での微量金属の分布と生物地球化学的動態、生物活
動との関連 2 3

/25 8:21 ～ 12:14 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1 1 1

6/ 1 7:58 ～ 10:03 琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水 2 1 2 1

/ 7 8:16 ～ 12:20 琵琶湖での微量金属の分布と生物地球化学的動態、生物活動との関連 2 4
/ 8 7:36 ～ 10:12 琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空間分布調査 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1

/ 14 7:45 ～ 12:17 琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空間分布調査 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1

/ 15 8:08 ～ 12:00 定期観測 2
/ 22 7:40 ～ 11:53 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 3 1 1

 /28 7:40 ～ 10:38 琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水 
Water sampling for the analysis of dissolved organic matter 
dynamics in Lake Biwa

2 2 1

7/ 5 8:20 ～ 12:32 琵琶湖での微量金属の分布と生物地球化学的動態、生物活動との関連 2 2
/12 8:06 ～ 12:17 琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空間分布調査 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1

/ 21 7:54 ～ 10:47 定期観測 2 1 3 1
/ 25 8:24 ～ 12:53 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1 3 2 1

/ 26 10:10 ～ 10:35 「はす」修理 1
8/ 1 8:30 ～ 11:25 「はす」修理後引き取り 2 2 2 2 1
/ 2 8:21 ～ 12:15 「琵琶湖での微量金属の分布と動態」の研究に供する湖水の採取 2 4
/ 3 7:45 ～ 9:44 Water sampling for the analysis of dissolved organic matter 

dynamics in Lake Biwa 2 1

/ 4 10:46 ～15:30 調査船清掃・メンテナンス 3 1 3 1
/ 9 9:43 ～ 13:00 琵琶湖丸ごと陸水実習（陸水生態学実習Ｉ） 2 3 1 6

/ 10 8:35 ～ 9:45 琵琶湖丸ごと陸水実習（陸水生態学実習Ｉ） 2 1 2 5
/ 11 7:58 ～ 11:25 琵琶湖丸ごと陸水実習（陸水生態学実習Ｉ） 2 3 1 6
/ 16 7:42 ～ 11:41 定期観測 2
/ 17 7:37 ～ 11:24 琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空間分布調査 2 1
/ 18 7:39 ～ 12:17 Distribution of testate amoeba communities in the benthic zone 

of Lake Biwa 2 1
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/ 23 7:26 ～ 10:47 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 3 2 1

/ 30 7:23 ～ 9:38 Water sampling for the analysis of dissolved organic matter 
dynamics in Lake Biwa 2 1

9/ 5 8:49 ～ 12:06 全学共通科目「探究型化学実験　―湖と海の化学調査―」 2 9
/ 7 7:37 ～ 11:26 定期観測・琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空

間分布調査
/ 13 8:15 ～ 12:10 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1 5 1

/ 14 7:42 ～ 12:45 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 2 1
/ 15 8:14 ～ 11:50 「琵琶湖での微量金属の分布と動態」の研究に供する湖水の採取 2 3
/ 16 7:40 ～ 11:00 Distribution of testate amoeba communities in the benthic zone 

of Lake Biwa 2 1

/ 27 8:07 ～ 10:10 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1 2 1

10/ 3 13:00 ～ 14:59 京都大学時計台の施設案内動画撮影 2 2 3
/ 4 7:39 ～ 10:17 定期観測 2 1
/ 6 7:33 ～ 12:05 琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空間分布調査 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1

/ 18 8:24 ～ 12:15 「琵琶湖での微量金属の分布と動態」の研究に供する湖水の採取 1 1 3
/ 19 8:00 ～ 11:26 Water sampling for the analysis of dissolved organic matter 

dynamics in Lake Biwa 1 1 2

 /28 8:05 ～ 10:20 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

1 1 3

11/ 9 7:38 ～ 11:10 琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空間分布調査 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

1 1 1

/ 10 7:58 ～ 12:10 定期観測 1 1
/ 14 8:14 ～ 11:54 「琵琶湖での微量金属の分布と動態」の研究に供する湖水の採取 1 1 3
/ 25 8:15 ～ 12:47 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

1 1 4 1

/ 28 8:20 ～ 10:40 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

1 1 2

12/ 6 7:40 ～ 11:35 琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空間分布調査 
琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

1 1 1

/ 12 8:19 ～ 12:13 「琵琶湖での微量金属の分布と動態」の研究に供する湖水の採取 1 1 2
/ 14 8:13 ～ 12:03 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

1 1 3 1

/ 20 8:14 ～ 10:49 Water sampling for the analysis of dissolved organic matter 
dynamics in Lake Biwa 1 1 2

H.24
1/ 6 8:03 ～ 12:15 定期観測・琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 

琵琶湖における微生物の現存量・群集構造の季節変動調査 1 1 1

/ 10 10:30 ～ 10:52 定期整備（杢兵衛造船所へ） 1 1
/ 24 10:25 ～ 11:00 定期整備（杢兵衛造船所から） 1 1
/ 25 8:18 ～ 12:07 「琵琶湖での微量金属の分布と動態」の研究に供する湖水の採取 1 1 2
/ 30 8:10 ～ 11:52 琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調

査採水 
Water sampling for the analysis of dissolved organic matter 
dynamics in Lake Biwa

1 1 3 1

2/ 9 7:43 ～ 14:01 定期観測・琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位  
体比の時空間分布調査ならびに懸濁物分解実験用湖水の採取 1 1 1

2/14 7:59 ～ 10:26 琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水 1 1 1 1

2/28 8:20 ～ 12:00 「琵琶湖での微量金属の分布と動態」の研究に供する湖水の採取 2 2
2/29 8:10 ～ 12:53 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1 2 1 2

3/ 7 8:10 ～ 11:52 定期観測・琵琶湖における懸濁物中のアミノ酸の窒素同位体比の時空
間分布調査 1 1

3/27 8:14 ～ 11:41 「琵琶湖での微量金属の分布と動態」の研究に供する湖水の採取 2 2
3/28 8:11 ～ 11:40 琵琶湖における浮遊性細菌の群衆組成系統解析 

琵琶湖における細菌群集構造とその炭素現存量の動態解析のための調
査採水

2 1 3 1


